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モーセの第二の書
通称

出エジプト記
1ヤコブと共にエジプトに来たイスラエルの子ら

の名前は次の通りである。おのおの自分の家
族と共に来た。

2ルベン、シメオン、レビ、ユダ、
3イッサカル、ゼブルン、ベニヤミン、
4ダンとナフタリ、ガドとアシェル。
5ヤコブの腰から出た者はすべて合わせて七十
人であった。ヨセフはすでにエジプトにいた。

6ヨセフも、その兄弟たちも、その世代の者もみ
な死んだ。

7イスラエルの子らは実を結び、おびただし
く増え、増え広がり、極めて強くなった。そ
の地は彼らで満ちた。

8さて、ヨセフを知らない新しい王がエジプト
に起こった。

9彼は民に言った。「見よ、イスラエルの子ら
の民は、われわれよりも多く、また強い。

10さあ、彼らに対して賢くふるまおう。彼ら
が増え、いざ戦争が起きた時に、彼らもわれわれ
の敵に加わってわれわれと戦い、この地か
ら逃げ出すことのないようにしよう。」

11そこで彼らは、重労働で彼らを苦しめるため
に、彼らの上に奴隷監督を置いた。彼らはファラオ
のために、貯蔵庫の町ピトムとラメセスを建てた。

12しかし、エジプト人が彼らを苦しめれば苦しめ
るほど、彼らはますます増え、ますます広がってい



出エジプト記 1:13 ii 出エジプト記 1:21

った。そのため彼らはイスラエルの子らに恐
怖を抱くようになった。

13エジプト人はイスラエルの子らを過酷に働か
せ、

14モルタルとれんが作りの激しい労働、畑でのあ
らゆる労働によって、彼らの生活を苦いものにし
た。エジプト人は、あらゆる労働で彼らを過
酷に働かせた。

15エジプトの王は、ヘブル人の助産婦たちに語っ
た。その一人の名前はシフラといい、もう一人の名
前はプアといった。

16彼は言った。「ヘブル人の女たちのために助産
婦の務めを果たし、分娩台の上の彼女たち
を見て、もしそれが男の子なら、その子を殺さなけ
ればならない。しかし、もし女の子なら、生かして
おきなさい。」

17しかし、助産婦たちは神を恐れ*、エジプト
の王が命じた通りにはせず、男の赤ん坊を生かして
おいた。

18エジプトの王は助産婦たちを呼び寄せて言っ
た。「なぜこのようなことをして、男の子たち
を生かしておいたのか。」

19助産婦たちはファラオに言った。「ヘブ
ル人の女たちはエジプト人の女たちとは違います。
彼女たちは元気で、助産婦が行く前に産んでしまう
からです。」

20神は助産婦たちに良くしてくださった。
民は増え、非常に強くなった。

21助産婦たちが神を恐れたので、神は彼女たち
に家庭を与えられた。
* 1:17 1:17
「神」と訳されたヘブル語は「אֱלהִֹים」（エロヒム）である。



出エジプト記 1:22 iii 出エジプト記 2:9

22ファラオは自分のすべての民に命じて言った。
「生まれた男の子はみなナイル川に投げ込まなけれ
ばならない。女の子はみな生かしておきなさい。」

2
1レビの家のひとりの人が行き、レビ

の娘を妻に迎えた。
2その女は身ごもり、男の子を産んだ。彼女はそ

の子が美しいのを見て、三か月の間隠しておいた。
3もはや隠しきれなくなったので、彼女はパピル

スの籠を取り、それにタールとピッチを塗り、そ
の中に子どもを入れ、川岸の葦の間に置いた。

4その子の姉は、彼がどうなるかを見届けるため
に、遠く離れて立っていた。

5ファラオの娘が水浴びのために川に下っ
て来た。彼女の侍女たちは川岸を歩いていた。彼
女は葦の間に籠があるのを見つけ、はしためを遣わ
してそれを取って来させた。

6彼女がそれを開けると、そこには子どもがお
り、見よ、赤ん坊は泣いていた。彼女はその子をあ
われんで言った。「これはヘブル人の子どもの一
人です。」

7その時、その子の姉がファラオの娘に言った。
「あなたのためにその子に乳を飲ませる乳母を、
私が行ってヘブル人の女たちの中から呼んで来まし
ょうか。」

8ファラオの娘は彼女に言った。「行きなさ
い。」少女は行って、その子の母を呼んで来た。

9ファラオの娘は彼女に言った。「この子を連れ
て行き、私のために乳を飲ませてください。私があ
なたの賃金を払いましょう。」
女はその子を引き取り、乳を飲ませた。



出エジプト記 2:10 iv 出エジプト記 2:17

10その子が大きくなると、彼女はその子をファラ
オの娘のところに連れて行き、その子はファラオ
の娘の息子となった。ファラオの娘はその子をモー
セ*と名付けた。「私が彼を水の中から引き出した
からです」と彼女が言ったからである。

11その頃、モーセは成長し、自分の同胞のところ
に出て行き、彼らの重荷を見た。彼は一人のエジプ
ト人が、自分の同胞であるヘブル人を打ちたたいて
いるのを見た。

12彼は辺りを見回し、誰もいないのを確認する
と、そのエジプト人を殺し、砂の中に隠した。

13次の日、彼が出て行くと、見よ、二人のヘブ
ル人が互いに争っていた。彼は悪い方の人に言っ
た。「なぜあなたは仲間を打つのか。」

14その人は言った。「誰があなたをわれわれの指
導者や裁判官にしたのか。あなたがエジプ
ト人を殺したように、私をも殺そうとしているの
か。」
モーセは恐れて言った。「確かにこの事は知られ

ている。」
15ファラオはこの事を聞いて、モーセを殺そうと

した。しかし、モーセはファラオの顔を避けて逃
亡し、ミディアンの地に住み、ある井戸の傍ら
に座った。

16さて、ミディアンの祭司には七人の娘がいた。
彼女たちが来て水をくみ、水槽を満たし
て父の羊の群れに水を飲ませようとした。

17羊飼いたちがやって来て、彼女たちを追い払っ
た。しかし、モーセは立ち上がって彼女たち
を助け、その群れに水を飲ませた。
* 2:10 2:10「モーセ」はヘブル語の「引き出す」という言葉に発音が似ている。



出エジプト記 2:18 v 出エジプト記 3:1

18彼女たちが父レウエルのもとに帰ると、
彼は言った。「今日はなぜこんなに早く帰って来た
のか。」

19彼女たちは言った。「あるエジプト人が、羊
飼いたちの手から私たちを救い出してくれまし
た。その上、私たちのために水をくみ、群れに飲ま
せてくれました。」

20彼は娘たちに言った。「その人はどこにいるの
か。なぜその人を置いてきたのか。彼を呼んで、食
事をしてもらいなさい。」

21モーセはその人と一緒に住むことに同意した。
彼は娘チッポラをモーセに与えた。

22彼女は男の子を産み、モーセはその子をゲルシ
ョム†と名付けた。彼が「私は異国の地で寄留者と
して生きてきた」と言ったからである。

23それから長い年月がたつうちに、エジプト
の王は死んだ。イスラエルの子らは奴隷の身のゆえ
にうめき、叫び声をあげた。奴隷の身のゆえの叫び
は神に届いた。

24神は彼らのうめきを聞き、神はアブラハム、イ
サク、ヤコブとの契約を思い起こされた。

25神はイスラエルの子らをご覧になり、神は彼ら
を御心に留められた。

3
1さて、モーセはしゅうとであるミディアンの祭
司エテロの羊の群れを飼っていた。彼が群れを荒
野の奥へと導いて行くと、神の山ホレブに来た。
† 2:22 2:22「ゲルショム」はヘブル語の「そこにいる寄留者」という言葉に発音が似ている。



出エジプト記 3:2 vi 出エジプト記 3:9

2主*の使いが、柴の真ん中から燃え上が
る炎の中で彼に現れた。彼が見ると、見よ、
柴は火で燃えているのに、燃え尽きていなかった。

3モーセは言った。「さあ、行ってこの大いな
る光景を見よう。なぜ柴が燃え尽きないのか。」

4主は彼が見ようとして近づいて来るのをご覧に
なり、神は柴の真ん中から彼を呼んで、「モーセ
よ、モーセよ」と言われた。
彼は「ここにおります」と言った。
5神は言われた。「近づいてはいけない。あなた

の足の履き物を脱ぎなさい。あなたが立っている場
所は聖なる地だからである。」

6さらに神は言われた。「わたしはあなた
の父の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブ
の神である。」
モーセは神を見ることを恐れ、顔を隠した。
7主は言われた。「わたしは、エジプトにいるわ

たしの民の苦しみを確かに見、奴隷監督たちのゆえ
の彼らの叫びを聞いた。わたしは彼らの悲しみ
を知っている。

8わたしが下って来たのは、彼らをエジプ
ト人の手から救い出し、その地から、広く
て良い地、乳と蜜の流れる地へ、すなわちカナ
ン人、ヘト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブ
ス人のいる場所へ彼らを導き上げるためである。

9今、見よ、イスラエルの子らの叫びがわたし
に届いた。さらにわたしは、エジプト人が彼らをし
いたげているその圧制を見た。
* 3:2 3:2すべて大文字の「主」または「神」はヘブル語のיהוה（ヤハウェ）から来ている。ただし、短い形のיה（ヤハ）から来ていると記されている場合を除く。



出エジプト記 3:10 vii 出エジプト記 3:16

10さあ、行きなさい。わたしはあなたをファラオ
のもとへ遣わす。あなたがわたしの民、イスラエル
の子らをエジプトから導き出すためである。」

11モーセは神に言った。「私がファラオのところ
に行き、イスラエルの子らをエジプトから導き出す
とは、私はいったい何者なのでしょうか。」

12神は言われた。「わたしは必ずあなたと共にい
る。これが、わたしがあなたを遣わしたことのしる
しとなる。あなたが民をエジプトから導き出し
た時、あなたがたはこの山で神に仕えることにな
る。」

13モーセは神に言った。「見よ、私がイスラエル
の子らのところに行き、『あなたがたの父
祖の神が、私をあなたがたのもとに遣わされ
た』と彼らに言う時、彼らが私に『その名は何とい
うのか』と尋ねたら、私は彼らに何と答えるべきで
しょうか。」

14神はモーセに言われた。「わたしは、わたしが
あるところの者である。」そして言われた。「あな
たはイスラエルの子らにこう言いなさい。『「わた
しはある」という方が、私をあなたがたのもと
に遣わされた』と。」

15神はさらにモーセに言われた。「あなたはイス
ラエルの子らにこう言いなさい。『主†、あなたが
たの父祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコ
ブの神が、私をあなたがたのもとに遣わされ
た。』これが永遠にわたしの名であり、これがすべ
ての世代に対するわたしの記念の名である。

16行って、イスラエルの長老たちを集め、彼ら
に言いなさい。『主、あなたがたの父祖の神、アブ

† 3:15 3:15すべて大文字の「主」または「神」はヘブル語のיהוה（ヤハウェ）から来ている。ただし、短い形のיה（ヤハ）から来ていると記されている場合を除く。



出エジプト記 3:17 viii 出エジプト記 4:1

ラハム、イサク、ヤコブの神が私に現れて、こ
う言われた。「わたしは確かにあなたがた
を顧み、エジプトであなたがたにされたこと
を見た。

17わたしは言った。わたしはあなたがたをエジプ
トの苦しみから、カナン人、ヘト人、アモリ人、ペ
リジ人、ヒビ人、エブス人の地、乳と蜜の流れ
る地へ導き上げる。」』

18彼らはあなたの声に聞き従うであろう。あなた
はイスラエルの長老たちと共にエジプトの王のもと
に行き、彼に言いなさい。『ヘブ
ル人の神、主が私たちにお会いになりました。どう
か今、私たちを荒野へ三日の道のりを行かせ、私た
ちの神、主にいけにえを献げさせてください。』

19わたしは知っている。エジプトの王は、
強い手によってさえ、あなたがたが行くのを許さな
いであろうことを。

20わたしは手を伸ばし、彼らのただ中で行うわた
しのすべての不思議な業によってエジプト
を打つ。その後で、彼はあなたがたを行かせるであ
ろう。

21わたしは、この民がエジプト人の目に好
意を得るようにする。あなたがたが行く時、手ぶら
で行くことはない。

22女はみな、隣の女や家に滞在している女から、
銀の飾り、金の飾り、衣服を求める。あなたがたは
それらを自分の息子や娘に着せる。あなたがたはエ
ジプト人から奪い取るのである。」

4
1モーセは答えた。「しかし、見よ、彼ら

は私を信じず、私の声に聞き従わないでしょう。
彼らは『主はあなたに現れていない』と言うからで
す。」



出エジプト記 4:2 ix 出エジプト記 4:9

2主は彼に言われた。「あなたの手にあるそれ
は何か。」
彼は言った。「杖です。」
3主は言われた。「それを地面に投げなさい。」
彼がそれを地面に投げると、それは蛇になっ

た。モーセはそれから逃げ出した。
4主はモーセに言われた。「手を伸ばし、そ

の尾をつかみなさい。」
彼が手を伸ばしてそれをつかむと、
彼の手の中で杖になった。

5「これは、彼らの父祖の神、アブラハムの神、
イサクの神、ヤコブの神である主があなたに現れた
ことを、彼らが信じるためである。」

6主はさらに彼に言われた。「今、あなたの手を
ふところに入れなさい。」
彼が手をふところに入れ、それを取り出すと、
見よ、彼の手は皮膚病に冒され、雪のように白くな
っていた。

7主は言われた。「あなたの手をもう一度ふとこ
ろに入れなさい。」
彼がもう一度手をふところに入れ、ふところから

それを取り出すと、見よ、それは再び元の肉のよう
になっていた。

8「もし彼らがあなたを信じず、最初のしるし
の声に聞き従わないなら、後のしるしの声は信じる
であろう。

9もし彼らがこれら二つのしるしさえも信じ
ず、あなたの声にも聞き従わないなら、あなたはナ
イル川の水を取って乾いた土の上に注ぎなさい。
川から取った水は乾いた土の上で血となるであろ
う。」



出エジプト記 4:10 x 出エジプト記 4:18

10モーセは主に言った。「あぁ、主よ*、
私は弁が立つ者ではありません。以前からも、あな
たがしもべに語られてからもです。私は口が重く、
舌が重いのです。」

11主は彼に言われた。「誰が人の口を造ったの
か。誰が人を口のきけない者にし、耳の聞こえな
い者にし、目の見える者にし、また盲目の者にする
のか。それは主であるわたしではないか。

12だから今、行きなさい。わたしはあなた
の口と共にあり、あなたが何を語るべきかを教えよ
う。」

13モーセは言った。「あぁ、主よ、どうかほか
の人を遣わしてください。」

14主の怒りがモーセに向かって燃え上がり、言わ
れた。「あなたの兄弟、レビ人アロンがいるではな
いか。わたしは彼がうまく話せることを知ってい
る。また見よ、彼があなたを迎えに出て来るところ
だ。彼はあなたを見て、心から喜ぶであろう。

15あなたは彼に語り、その口に言葉を授けなさ
い。わたしはあなたの口と彼の口と共にあり、あな
たがたのなすべきことを教えよう。

16彼はあなたに代わって民に語る口となる。彼は
あなたにとって口となり、あなたは彼にとって神の
ようになる。

17あなたはこの杖を手に取りなさい。それによっ
てしるしを行うのである。」

18モーセはしゅうとエテロのもとに帰って行っ
た。そして彼に言った。「どうか私を行かせ、エジ
プトにいる私の同胞たちのもとに帰らせて、彼らが
まだ生きているかどうかを見させてください。」
エテロはモーセに「安心して行きなさい」と言っ

た。
* 4:10 4:10「主」と訳された言葉は「アドナイ」である。



出エジプト記 4:19 xi 出エジプト記 4:28

19主はミディアンでモーセに言われた。「行っ
て、エジプトに帰りなさい。あなたの命を狙ってい
た者たちは皆、死んだからである。」

20モーセは妻と息子たちを連れ、彼らをろば
に乗せてエジプトの地へ帰って行った。モーセ
は手に神の杖を持っていた。

21主はモーセに言われた。「あなたがエジプト
へ帰って行く時、わたしがあなたの手にゆだねたす
べての不思議な業を、ファラオの前で必ず行いなさ
い。しかし、わたしは彼の心をかたくなにするの
で、彼は民を行かせないであろう。

22あなたはファラオに言いなさい。『主はこ
う言われる。イスラエルはわたしの子、わたしの長
子である。

23わたしはあなたに言った。「わたしの子を行か
せ、わたしに仕えさせなさい。」しかしあなた
は彼を行かせることを拒んだ。見よ、わたしはあな
たの長子を殺す。』」

24途中の宿泊所で、主はモーセに出会い、
彼を殺そうとされた。

25その時、チッポラは火打石を取り、息子の包
皮を切り取り、それを彼の足もとに投げて言った。
「あなたは確かに私にとって血の花婿です。」

26それで主は彼から離れられた。その時、彼
女は割礼のゆえに「あなたは血の花婿です」と言っ
たのである。

27主はアロンに言われた。「荒野に行ってモーセ
に会いなさい。」
彼は行き、神の山でモーセに会い、彼に口づけし

た。
28モーセは、自分を遣わした主のすべての言
葉と、主が命じたすべてのしるしをアロンに伝え
た。



出エジプト記 4:29 xii 出エジプト記 5:7

29モーセとアロンは行って、イスラエルの子らの
すべての長老を集めた。

30アロンは、主がモーセに語られたすべての言
葉を語り、民の目の前でしるしを行った。

31民は信じた。主がイスラエルの子らを顧み、
彼らの苦しみをご覧になったことを聞いた時、彼ら
は頭を下げて礼拝した。

5
1その後、モーセとアロンは来て、ファラオ

に言った。「イスラエルの神、主はこう言われま
す。『わたしの民を行かせ、荒野でわたしのため
に祭りを開かせなさい。』」

2ファラオは言った。「主とは何者か。私がそ
の声に聞き従い、イスラエルを行かせなければなら
ないのか。私は主を知らない。それに、イスラエル
を行かせることもしない。」

3彼らは言った。「ヘブル人の神が私たちに
お会いになりました。どうか荒野へ三日の道のり
を行かせ、私たちの神、主にいけにえを献げさせて
ください。そうしなければ、主は疫病や剣で私たち
を打たれるでしょう。」

4エジプトの王は彼らに言った。「モーセとアロ
ンよ、なぜあなたがたは民を仕事から離れさせよう
とするのか。自分たちの重荷に戻りなさい。」

5ファラオは言った。「見よ、今やこ
の地の民は多い。それなのに、あなたがたは彼ら
を労働から休ませようとしている。」

6その日、ファラオは民の奴隷監督たちと役人た
ちに命じて言った。

7「れんがを作るためのわらを、これまでのよう
に民に与えてはならない。彼ら自身に行かせて、わ
らを集めさせなさい。
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8また、彼らがこれまで作っていたれんがの規定
量を彼らに課しなさい。それを減らしてはならな
い。彼らは怠けているのだ。だから、『行って、
私たちの神にいけにえを献げさせてくださ
い』と叫ぶのだ。

9この人々にさらに重い仕事を課し、それに励ま
せなさい。偽りの言葉に注意を払わせないようにし
なさい。」

10民の奴隷監督たちと役人たちは出て行き、
民に語って言った。「ファラオはこう言われる。
『あなたがたにわらを与えない。

11自分たちで行き、見つけられる所でわらを取り
なさい。あなたがたの仕事は少しも減らされな
い。』」

12そこで民はエジプトの地全体に散らばり、わら
の代わりに刈り株を集めた。

13奴隷監督たちは彼らを急き立てて言った。「わ
らがあった時と同じように、毎日の仕事の規定
量を果たしなさい。」

14ファラオの奴隷監督たちがイスラエルの子ら
の上に立てた役人たちは打ちたたかれ、「なぜ昨
日も今日も、これまでのようにれんが作りの規定
量を果たさなかったのか」と責められた。

15そこで、イスラエルの子らの役人たち
は来て、ファラオに叫んで言った。「なぜ、あなた
のしもべたちにこのような扱いをなさるのですか。

16あなたのしもべたちにわらが与えられないの
に、彼らは『れんがを作れ』と言います。見よ、あ
なたのしもべたちは打ちたたかれていますが、悪い
のはあなたの民なのです。」

17しかしファラオは言った。「おまえたちは怠け
ているのだ。怠けているのだ。だから、『行って、
主にいけにえを献げさせてください』と言うのだ。
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18だから今、行って働きなさい。わらは与えられ
ないが、同じ数のれんがを納めなければならな
い。」

19イスラエルの子らの役人たちは、「毎日のれん
がの規定量を減らしてはならない」と言われ
た時、自分たちが苦境にあるのを知った。

20彼らはファラオのところか
ら出て来た時、道で待っていたモーセとアロン
に会い、

21彼らに言った。「主があなたがたを見て裁かれ
ますように。あなたがたは、ファラオの目と、そ
の家臣たちの目に、私たちを忌み嫌われる悪
臭を放つ者とし、私たちを殺すための剣を彼ら
の手に渡したからです。」

22モーセは主のところに戻って言った。
「主よ、なぜあなたはこの民に苦しみをもたらされ
たのですか。なぜ私を遣わされたのですか。

23私があなたの御名によって語るためにファラオ
のところに来て以来、彼はこの民に苦しみをもたら
しています。それなのに、あなたはご自
分の民を全く救い出していません。」

6
1主はモーセに言われた。「今、あなたはわたし

がファラオにすることを見るであろう。強い手によ
って彼は彼らを行かせ、強い手によって自分の地か
ら彼らを追い出すであろう。」

2神はモーセに語り、彼に言われた。「わたし
は主である。
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3わたしはアブラハム、イサク、ヤコブに全
能の神として現れたが、わたしの名である主*とし
ては、彼らに自らを知らせなかった。

4わたしはまた、彼らと契約を立て、彼らが寄留
者として住んでいた寄留の地、カナンの地を彼ら
に与えることにした。

5さらに、わたしはエジプト人が奴隷としている
イスラエルの子らのうめきを聞き、わたしの契
約を思い起こした。

6それゆえ、イスラエルの子らに言いなさい。
『わたしは主である。わたしはエジプト人の重労
働の下からあなたがたを導き出し、彼らの奴
隷の身からあなたがたを救い出す。わたしは伸ばし
た腕と大いなる裁きによってあなたがたを贖う。

7わたしはあなたがたをわたしの民とし、わたし
はあなたがたの神となる。あなたがたは、わたしが
あなたがたをエジプト人の重労働の下か
ら導き出す、あなたがたの神、主であることを知る
であろう。

8わたしは、アブラハム、イサク、ヤコブに与え
ると誓った地にあなたがたを導き入れ、それをあな
たがたの所有として与える。わたしは主であ
る。』」

9モーセはそのようにイスラエルの子らに語った
が、彼らは心が打ちひしがれ、過酷な奴隷労働のゆ
えに、モーセに聞き従わなかった。

10主はモーセに語って言われた。
11「行きなさい。エジプトの王ファラオ

に語り、イスラエルの子らを彼の地から去らせるよ
うに言いなさい。」
* 6:3 6:3すべて大文字の「主」または「神」はヘブル語のיהוה（ヤハウェ）から来ている。ただし、短い形のיה（ヤハ）から来ていると記されている場合を除く。
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12モーセは主の前で語って言った。「見よ、イス
ラエルの子らさえ私に聞き従いませんでした。どう
してファラオが私に聞き従うでしょうか。
私は唇に割礼を受けていない者ですのに。」

13主はモーセとアロンに語り、イスラエルの子ら
とエジプトの王ファラオに対して命令を与えて、イ
スラエルの子らをエジプトの地から導き出すように
された。

14彼らの父祖の家々の長は次の通りである。イス
ラエルの長子ルベンの子らは、エノク、パル、ヘツ
ロン、カルミ。これらはルベンの諸氏族である。

15シメオンの子らは、イムエル、ヤミン、オハ
デ、ヤキン、ツォハル、そしてカナン人の女の息
子サウル。これらはシメオンの諸氏族である。

16その世代に基づくレビの子らの名前は次の通り
である。ゲルション、ケハト、メラリ。レビの生
涯の年は百三十七年であった。

17その諸氏族に基づくゲルションの子らは、リブ
ニとシムイである。

18ケハトの子らは、アムラム、イツハル、ヘブロ
ン、ウジエル。ケハトの生涯の年は百三十三年であ
った。

19メラリの子らは、マフリとムシ。これらがそ
の世代に基づくレビ人の諸氏族である。

20アムラムは父の妹ヨケベデを妻とし、彼
女は彼にアロンとモーセを産んだ。アムラムの生
涯の年は百三十七年であった。

21イツハルの子らは、コラ、ネフェグ、ジクリで
ある。

22ウジエルの子らは、ミシャエル、エルツァファ
ン、シトリである。

23アロンはアミナダブの娘でナフションの妹であ
るエリシェバを妻とし、彼女は彼にナダブ、アビ
フ、エルアザル、イタマルを産んだ。
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24コラの子らは、アシル、エルカナ、アビアサ
フ。これらがコラ人の諸氏族である。

25アロンの息子エルアザルはプティエルの娘の一
人を妻とし、彼女は彼にピネハスを産んだ。これら
がその諸氏族に基づくレビ人の父祖の家々の長であ
る。

26「イスラエルの子らをその軍団ごとにエジプト
の地から導き出せ」と主が言われたのは、このアロ
ンとモーセである。

27イスラエルの子らをエジプトから導き出すため
にエジプトの王ファラオに語ったのは彼らであ
る。それがこのモーセとアロンである。

28主がエジプトの地でモーセに語られた日、
29主はモーセに言われた。「わたしは主であ

る。わたしがあなたに語るすべてのことを、エジプ
トの王ファラオに語りなさい。」

30モーセは主の前で言った。「見よ、私は唇に割
礼を受けていない者です。どうしてファラオ
が私に聞き従うでしょうか。」

7
1主はモーセに言われた。「見よ、わたしはあな

たをファラオに対して神のようにした。あなたの兄
弟アロンはあなたの預言者となる。

2あなたは、わたしが命じるすべてのことを語ら
なければならない。そして、あなたの兄弟アロン
は、イスラエルの子らを彼の地から去らせるように
ファラオに語るのである。

3わたしはファラオの心をかたくなにし、エジプ
トの地でわたしのしるしと不思議な業を増し加え
る。

4しかしファラオはあなたがたに聞き従わないで
あろう。それで、わたしはエジプトに手を下し、
大いなる裁きによって、わたしの軍団でありわたし
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の民であるイスラエルの子らをエジプトの地か
ら導き出す。

5わたしがエジプトの上に手を伸ばし、イスラエ
ルの子らを彼らの中から導き出す時、エジプト人は
わたしが主であることを知るであろう。」

6モーセとアロンはそのようにした。主が彼ら
に命じられた通りに行ったのである。

7彼らがファラオに語った時、モーセは八十歳、
アロンは八十三歳であった。

8主はモーセとアロンに語って言われた。
9「ファラオがあなたがたに『奇跡を示してみ

よ』と言うなら、あなたはアロンに『あなた
の杖を取り、ファラオの前に投げなさい』と言いな
さい。それは蛇になるであろう。」

10モーセとアロンはファラオのところに行き、
主が命じられた通りにした。アロンはファラオとそ
の家臣たちの前に杖を投げ、それは蛇になった。

11そこでファラオも賢者たちや呪術師たち
を呼び寄せた。エジプトの魔術師たちもまた、彼ら
の秘術を使って同じことをした。

12彼らもそれぞれ自分の杖を投げ、それらは蛇に
なった。しかしアロンの杖は彼らの杖を飲み込ん
だ。

13しかしファラオの心はかたくなになり、
主が語られた通り、彼らに聞き従わなかった。

14主はモーセに言われた。「ファラオの心は強
情である。彼は民を行かせることを拒んでいる。

15朝、ファラオのところに行きなさい。見よ、
彼は水辺に出て来る。あなたは彼に会うために川
岸に立ちなさい。そして、蛇に変わったあ
の杖を手に取りなさい。

16あなたは彼に言いなさい。『ヘブ
ル人の神、主が私をあなたのもとに遣わして言われ
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ました。「わたしの民を行かせ、荒野でわたし
に仕えさせなさい。」見よ、今まであなた
は聞き従わなかった。

17主はこう言われます。「これによって、あなた
はわたしが主であることを知るであろう。見よ、
私が手にしているこの杖で川の水を打つと、
水は血に変わる。

18川の魚は死に、川は悪臭を放つようになる。エ
ジプト人は川から水を飲むことを忌み嫌うようにな
るであろう。」』」

19主はモーセに言われた。「アロンに言いなさ
い。『あなたの杖を取り、エジプトの水、そ
の川、水路、池、およびすべての貯水
池の上に手を伸ばして、それらを血に変えなさ
い。』そうすれば、エジプトの地全体で、
木の器や石の器の中にさえ、血があるようになるで
あろう。」

20モーセとアロンは主が命じられた通りにした。
彼はファラオの目の前と、その家臣たち
の目の前で杖を上げ、川の水を打った。すると、
川の水はすべて血に変わった。

21川の魚は死んだ。川は悪臭を放った。エジプ
ト人は川から水を飲むことができなくなった。血は
エジプトの地全体に及んだ。

22エジプトの魔術師たちも彼らの秘術を使っ
て同じことをした。そのため、ファラオの心はかた
くなになり、主が語られた通り、彼らに聞き従わな
かった。

23ファラオは向き直って自分の家に入り、このこ
とさえ心に留めなかった。

24エジプト人は皆、飲む水を得るために川の周
辺を掘った。川の水を飲むことができなかったから
である。

25主が川を打たれてから、七日が満ちた。
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8
1主はモーセに語られた。「ファラオのところ

に行き、彼に言いなさい。『主はこう言われます。
「わたしの民を行かせ、わたしに仕えさせなさい。

2もしあなたが行かせることを拒むなら、
見よ、わたしはあなたの領土全体をカエルで打つ。

3川にはカエルが群がり、それらははい上がっ
て、あなたの家、寝室、ベッドの上、あなたの家
臣たちの家、あなたの民の上、そしてあなたのかま
どやこね鉢の中に入るであろう。

4カエルはあなたの上にも、あなたの民の上に
も、あなたのすべての家臣の上にもはい上がるであ
ろう。」』」

5主はモーセに言われた。「アロンに言いなさ
い。『あなたの杖を持った手を川、水
路、池の上に伸ばし、カエルをエジプトの地には
い上がらせなさい。』」

6アロンがエジプトの水の上に手を伸ばすと、カ
エルがはい上がって来て、エジプトの地を覆った。

7魔術師たちも彼らの秘術を使って同じことを
し、カエルをエジプトの地にはい上がらせた。

8その時、ファラオはモーセとアロンを呼び寄せ
て言った。「主にお願いして、私と私の民からカエ
ルを取り除いてくれ。そうすれば民を行かせ、彼ら
が主にいけにえを献げられるようにしよう。」

9モーセはファラオに言った。「私があなたとあ
なたの家臣とあなたの民のために祈り、カエルがあ
なたとあなたの家々から断たれ、ただ川にだけ残る
ようにする時を定める栄誉を、あなたにお譲りしま
しょう。」

10ファラオは「明日だ」と言った。
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モーセは言った。「あなたの言葉通りになります
ように。私たちの神、主のような方は他にいないこ
とを、あなたが知るためです。

11カエルはあなたから、あなたの家から、あなた
の家臣から、あなたの民から去り、川にだけ残るで
しょう。」

12モーセとアロンはファラオのところか
ら出て行った。そしてモーセは、主がファラオにも
たらしたカエルについて主に叫び求めた。

13主はモーセの言葉通りにされ、カエル
は家の中から、庭から、畑から死に絶えた。

14彼らがそれらを山積みにすると、地は悪
臭を放った。

15しかしファラオは、一息つけるようになったの
を見ると、心をかたくなにし、主が語られた通り、
彼らに聞き従わなかった。

16主はモーセに言われた。「アロンに言いなさ
い。『あなたの杖を伸ばして地のちりを打ち、エジ
プトの地全体でそれがシラミになるようにしなさ
い。』」

17彼らはそのようにした。アロンが杖を持っ
た手を伸ばして地のちりを打つと、人や動物の上に
シラミがたかった。エジプトの地全体で、地のちり
がすべてシラミになった。

18魔術師たちも彼らの秘術を使ってシラミを出そ
うとしたが、できなかった。シラミは人や動
物の上にたかった。

19そこで魔術師たちはファラオに言った。「これ
は神の指です。」しかしファラオの心はかたくなに
なり、主が語られた通り、彼らに聞き従わなかっ
た。

20主はモーセに言われた。「朝早く起き、ファラ
オの前に立ちなさい。見よ、彼は水辺に出て来る。
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彼に言いなさい。『主はこう言われます。「わたし
の民を行かせ、わたしに仕えさせなさい。

21そうでなく、もしわたしの民を行かせないな
ら、見よ、わたしはあなたと、あなたの家臣と、あ
なたの民と、あなたの家の中にハエの群れ
を送る。エジプト人の家々はハエの群れで満ち、
彼らがいる地面もそうなるであろう。

22その日、わたしはわたしの民が住んでいるゴシ
ェンの地を区別し、そこにはハエの群れがいないよ
うにする。それは、わたしがこの地における主であ
ることを、あなたが知るためである。

23わたしはわたしの民とあなたの民とを区別す
る。明日、このしるしが起こるであろう。」』」

24主はそのようにされた。激しいハエの群れがフ
ァラオの家とその家臣たちの家に入って来た。エジ
プトの地全体で、地はハエの群れによって荒れ果て
た。

25ファラオはモーセとアロンを呼び寄せて言っ
た。「行って、この地であなたがたの神にいけにえ
を献げなさい。」

26モーセは言った。「そのようにするのは適切で
はありません。私たちは、私たちの神、主にエジプ
ト人の忌み嫌うものをいけにえとして献げるからで
す。見よ、私たちがエジプト人の忌み嫌うもの
を彼らの目の前でいけにえとして献げたら、彼ら
は私たちを石で打ち殺さないでしょうか。

27私たちは荒野へ三日の道のりを行き、私たち
の神、主に命じられる通りにいけにえを献げま
す。」

28ファラオは言った。「あなたがたを行かせよ
う。あなたがたは荒野であなたがたの神、主にいけ
にえを献げなさい。ただし、決して遠くへ行っては
ならない。私のために祈ってくれ。」
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29モーセは言った。「見よ、私はあなたのところ
から出て行きます。明日、ハエの群れがファラオ
と、その家臣と、その民から去るように、
私は主に祈りましょう。ただ、ファラオが民を行か
せて主にいけにえを献げさせることにおいて、こ
れ以上欺くことのないようにしてください。」

30モーセはファラオのところから出て行き、
主に祈った。

31主はモーセの言葉通りにされ、ハエの群れをフ
ァラオと、その家臣と、その民から取り除かれた。
一匹も残らなかった。

32しかしファラオは、この時も心をかたくなに
し、民を行かせなかった。

9
1主はモーセに言われた。「ファラオのところ

に行き、彼に言いなさい。『ヘブル人の神、主はこ
う言われます。「わたしの民を行かせ、わたし
に仕えさせなさい。

2もしあなたが行かせることを拒み、依然とし
て彼らを留めておくなら、

3見よ、主の手は野にいるあなたの家畜、すなわ
ち馬、ろば、らくだ、牛の群れ、羊の群れ
の上に下り、非常に激しい疫病が起こるであろう。

4主はイスラエルの家畜とエジプトの家畜とを区
別される。イスラエルの子らに属するものは、一
頭も死ぬことはない。」』」

5主は定めの時を設けて言われた。「明日、主は
この地でこの事を行われる。」

6主は次の日にその事を行われた。エジプトの家
畜はすべて死んだが、イスラエルの子らの家畜は一
頭も死ななかった。
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7ファラオが人をやって調べさせると、見よ、イ
スラエル人の家畜は一頭も死んでいなかった。しか
しファラオの心は強情であり、彼は民を行かせなか
った。

8主はモーセとアロンに言われた。「炉の灰を両
手いっぱいに取り、ファラオの目の前で、モーセが
それを天に向かってまき散らしなさい。

9それはエジプトの地全体に細かいちりとな
り、エジプトの地全体で、人や動物に腫れ物と水ぶ
くれを生じさせるであろう。」

10彼らは炉の灰を取り、ファラオの前に立っ
た。モーセがそれを天に向かってまき散らすと、そ
れは人や動物に腫れ物と水ぶくれを生じさせた。

11魔術師たちは腫れ物のためにモーセの前に立つ
ことができなかった。腫れ物が魔術師たちとすべて
のエジプト人にできたからである。

12主はファラオの心をかたくなにされ、主がモー
セに語られた通り、彼は彼らに聞き従わなかった。

13主はモーセに言われた。「朝早く起き、ファラ
オの前に立ち、彼に言いなさい。『ヘブ
ル人の神、主はこう言われます。「わたし
の民を行かせ、わたしに仕えさせなさい。

14今回、わたしはすべての災いをあなた
の心と、あなたの家臣と、あなたの民に対し
て送る。それは、全地でわたしのような者がいない
ことを、あなたが知るためである。

15今、わたしが手を伸ばし、あなたとあなた
の民を疫病で打っていたなら、あなたは地か
ら断ち切られていたであろう。

16しかし、わたしはこのことのためにあなた
を立たせた。すなわち、あなたにわたし
の力を示し、わたしの名が全地に宣言されるためで
ある。
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17あなたはまだわたしの民に対して高ぶり、彼ら
を行かせないのか。

18見よ、明日の今頃、わたしはエジプトが建国さ
れた日から今に至るまでなかったような、非
常に激しい雹を降らせる。

19だから今、あなたの家畜と、野にいるあなたの
すべてのものを避難させるよう命じなさい。
家に連れ戻されず、野にいる人や動
物は皆、雹が降ってきて死ぬであろう。」』」

20ファラオの家臣の中で主の言葉を恐れた者は、
自分のしもべたちや家畜を家の中に逃げ込ませた。

21主の言葉を心に留めなかった者は、自分のしも
べたちや家畜を野に残した。

22主はモーセに言われた。「あなた
の手を天に向けて伸ばし、エジプトの地全体で、
人や動物、また野のすべての草の上に、雹が降るよ
うにしなさい。」

23モーセが杖を天に向けて伸ばすと、
主は雷と雹を送られ、稲妻が地に向かってひらめい
た。主はエジプトの地に雹を降らせた。

24非常に激しい雹が降り、雹の間に稲妻がひらめ
いた。それはエジプトが国となって以来、その地全
体でかつてなかったほどのものであった。

25雹はエジプトの地全体で、野にいるすべて
の人と動物を打った。雹は野のすべての草を打ち、
野のすべての木を打ち砕いた。

26イスラエルの子らがいたゴシェンの地にだけ
は、雹は降らなかった。

27ファラオは人をやってモーセとアロン
を呼び寄せ、彼らに言った。「今回、私は罪を犯し
た。主は義であり、私と私の民は悪者だ。
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28主に祈ってくれ。激しい雷と雹はもうたくさん
だ。あなたがたを行かせよう。これ以上とどまるこ
とはない。」

29モーセは彼に言った。「町を出たらすぐに、
私は主に向かって両手を広げます。雷は止み、もは
や雹は降らないでしょう。それは、この地が主のも
のであることを、あなたが知るためです。

30しかし、あなたとあなたの家臣については、あ
なたがたがまだ神である主を恐れていないこと
を私は知っています。」

31亜麻と大麦は打たれた。大麦は実っており、亜
麻は花を咲かせていたからである。

32しかし、小麦とスペルト小麦は打たれなかっ
た。これらはまだ成長していなかったからである。

33モーセはファラオのところから町を出て、
主に向かって両手を広げた。すると雷と雹は止み、
雨は地に注がれなくなった。

34雨と雹と雷が止んだのを見ると、ファラオはさ
らに罪を重ね、彼もその家臣も心をかたくなにし
た。

35ファラオの心はかたくなになり、主がモーセ
を通して語られた通り、彼はイスラエルの子ら
を行かせなかった。

10
1主はモーセに言われた。「ファラオのところ

に行きなさい。わたしが彼とその家臣の心をかたく
なにしたのは、これらのわたしのしるしを彼ら
の中で示すためであり、

2また、わたしがエジプトに対して行った事や、
彼らの中で行ったわたしのしるしを、あなたが息
子や孫に語り伝えるためである。それは、わたし
が主であることをあなたがたが知るためである。」
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3モーセとアロンはファラオのところに行き、
彼に言った。「ヘブル人の神、主はこう言われま
す。『あなたはいつまで、わたしの前にへりくだる
ことを拒むのか。わたしの民を行かせ、わたし
に仕えさせなさい。

4もしあなたがわたしの民を行かせることを拒む
なら、見よ、明日わたしはいなごをあなた
の国に送る。

5それらは地の面を覆い、誰も地を見ることがで
きなくなる。それらは雹から逃れてあなたがた
に残された残りのものを食べ、また野であなたがた
のために育っている木をすべて食べるであろう。

6あなたの家々、すべての家臣の家々、そしてす
べてのエジプト人の家々は、いなごで満たされるで
あろう。このようなことは、あなたの父祖たち
も、そのまた父祖たちも、彼らが地上にいた日か
ら今日に至るまで、見たことがない。』」モーセ
は向き直り、ファラオのところから出て行った。

7ファラオの家臣たちは彼に言った。「いつまで
この男は私たちにとっての罠となるのでしょうか。
男たちを行かせ、彼らの神、主に仕えさせてくださ
い。エジプトが滅びてしまったことが、まだお分か
りにならないのですか。」

8モーセとアロンは再びファラオのもと
に連れ戻された。彼は彼らに言った。「行って、あ
なたがたの神、主に仕えなさい。しかし、行くの
は誰か。」

9モーセは言った。「私たちは若者も老
人も共に連れて行きます。息子も娘も、羊の群れ
も牛の群れも連れて行きます。私たちは主の祭り
を祝わなければならないからです。」

10ファラオは彼らに言った。「私があなたがた
の子どもたちを一緒に行かせるとしたら、主があな
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たがたに味方してくださるように。見よ、明らか
に悪事がおまえたちの顔の前にある。

11そうはいかない。男たちだけ行って、主に仕え
なさい。それこそおまえたちが望んでいたことでは
ないか。」こうして、彼らはファラオの前か
ら追い出された。

12主はモーセに言われた。「いなごのために、エ
ジプトの地の上に手を伸ばしなさい。それらがエジ
プトの地にはい上がり、地のすべての草、すなわ
ち雹が残したすべてのものを食べるようにしなさ
い。」

13モーセがエジプトの地の上に杖を伸ばすと、
主はその日一日中、そして一晩中、地の上に東
風を吹かせた。朝になると、東風がいなごを運ん
で来た。

14いなごはエジプトの地全体にはい上がり、エジ
プトの全領土にとどまった。それは非常に激しいも
のであった。あのような規模のいなごはかつてな
く、また今後もないであろう。

15それらは地の面全体を覆ったので、地は暗くな
った。それらは地のすべての草と、雹が残した木の
すべての実を食べた。エジプトの地全体を通して、
木にも野の草にも、緑のものは何も残らなかった。

16そこでファラオは急いでモーセとアロン
を呼び寄せて言った。「私はあなたがた
の神、主に対して、またあなたがたに対し
て罪を犯した。

17どうか今、もう一度だけ私の罪を赦し、あなた
がたの神、主に祈って、この死だけは私か
ら取り除いてくれ。」

18モーセはファラオのところから出て行き、
主に祈った。
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19主は非常に強い西風を送り、それがいなご
を巻き上げ、紅海*に追い払った。エジプトの全領
土に一匹のいなごも残らなかった。

20しかし、主はファラオの心をかたくなにされ、
彼はイスラエルの子らを行かせなかった。

21主はモーセに言われた。「あなた
の手を天に向けて伸ばし、エジプトの地の上に暗
闇、手で触れるほどの暗闇をもたらしなさい。」

22モーセが天に向けて手を伸ばすと、三日間、エ
ジプトの地全体が濃い暗闇に覆われた。

23三日間、人々は互いを見ることも、誰も自
分の場所から動くこともなかった。しかし、イスラ
エルの子らが住む所にはすべて光があった。

24ファラオはモーセを呼び寄せて言った。「行っ
て、主に仕えなさい。ただ、あなたがたの羊の群れ
と牛の群れは残しておけ。子どもたちも一緒に連れ
て行くがよい。」

25モーセは言った。「私たちが私たちの神、主に
いけにえを献げるために、あなたは犠牲や全焼のい
けにえも私たちの手に渡さなければなりません。

26私たちの家畜も一緒に連れて行きます。ひづ
め一つ残すことはありません。私たちはそこか
ら取って私たちの神、主に仕えなければならないか
らです。そして私たちはそこに行くまで、何をもっ
て主に仕えるべきか分からないのです。」

27しかし主はファラオの心をかたくなにされ、
彼は彼らを行かせようとはしなかった。

28ファラオは彼に言った。「私の前か
ら立ち去れ。二度と私の顔を見ないように気をつけ

* 10:19 10:19「紅海」はヘブル語の「ヤム・スフ」の翻訳であり、文字通りには「葦の海」または「ガマの海」と訳される。これは現在紅海として知られている水域、またはそれに接続する、あるいはその近くにある水域のいずれかを指している。
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ろ。私の顔を見るその日に、おまえは死ぬであろ
う。」

29モーセは言った。「おっしゃる通りです。
私は二度とあなたの顔を見ることはないでしょ
う。」

11
1主はモーセに言われた。「わたしはファラオと

エジプトに、もう一つの災いをもたらす。そ
の後、彼はあなたがたを行かせるであろう。彼があ
なたがたを行かせる時、彼は必ずあなたがたをここ
からすっかり追い出すであろう。

2今、民の耳に語りなさい。男は自分の隣人か
ら、女は自分の隣人から、銀の飾りと金の飾り
を求めるようにさせなさい。」

3主は、民がエジプト人の目に好意を得るように
された。さらに、モーセという人はエジプト
の地で、ファラオの家臣たちの目にも、民の目に
も、非常に偉大であった。

4モーセは言った。「主はこう言われます。『真
夜中ごろ、わたしはエジプトのただ中に出て行く。

5そして、王座に座るファラオの長子から、ひ
き臼の後ろにいる女奴隷の長子に至るまで、エジプ
トの地のすべての長子は死ぬ。また家畜の初子もす
べて死ぬ。

6エジプトの全地に、これまでになかったよう
な、また二度とないような大きな叫びが起こるであ
ろう。

7しかし、イスラエルの子らのだれに対しても、
人に対しても動物に対しても、犬さえ舌を動かし
て吠えることはない。それは、主がエジプト人とイ
スラエルとを区別されることを、あなたがたが知る
ためである。』
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8あなたのこれらの家臣たちは皆、私のところ
に下って来て私にひれ伏し、『あなたと、あなた
に従うすべての民は出て行ってくれ』と言うでしょ
う。その後で、私は出て行きます。」モーセは激し
く怒って、ファラオのところから出て行った。

9主はモーセに言われた。「ファラオはあなたが
たに聞き従わないであろう。それは、わたしの不思
議な業がエジプトの地で増し加わるためである。」

10モーセとアロンはファラオの前でこれらすべて
の不思議な業を行ったが、主はファラオの心をかた
くなにされたので、彼はイスラエルの子らをそ
の地から行かせなかった。

12
1主はエジプトの地でモーセとアロンに語っ

て言われた。
2「この月はあなたがたにとって月々の始まりと

なる。それはあなたがたにとって年の最初の月とな
る。

3イスラエルの全会衆に告げて言いなさい。『こ
の月の十日に、彼らは父祖の家ごとに一匹の小羊、
すなわち一家族につき一匹の小羊を取らなければな
らない。

4もし家族が小羊一匹には少なすぎるなら、そ
の人は家の近くの隣人と共に、人数に応じて一
匹を取らなければならない。あなたがたは、それぞ
れが食べる量に応じて、その小羊を数えなければな
らない。

5あなたがたの小羊は傷のない、一歳の雄でなけ
ればならない。それは羊の群れ、あるいは山
羊の群れから取らなければならない。

6あなたがたはそれをこの月の十四日ま
で取り分けておき、イスラエルの会衆の全集会は夕
暮れにそれを屠らなければならない。
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7彼らはその血のいくらかを取り、それを食べ
る家々の二つの門柱と鴨居に付けなければならな
い。

8彼らはその夜、火で焼いたその肉を、種なしパ
ンと一緒に食べなければならない。彼らはそれを苦
菜と一緒に食べなければならない。

9それを生で食べたり、水で煮たりしてはならな
い。頭も、足も、内臓も一緒に、火で焼かなければ
ならない。

10あなたがたは朝までそれを少しでも残しておい
てはならない。朝まで残ったものは、火で焼き尽く
さなければならない。

11あなたがたは、腰に帯を締め、
足に履き物を履き、手に杖を持ったまま、このよう
にしてそれを食べなければならない。あなたがた
は急いでそれを食べなければならない。それ
は主の過越である。

12わたしはその夜、エジプトの地を巡り、エジプ
トの地で人から動物に至るまで、すべての長
子を打つからである。わたしはエジプトのすべて
の神々に裁きを下す。わたしは主である。

13その血は、あなたがたがいる家々において、あ
なたがたのためのしるしとなる。わたしがそ
の血を見る時、わたしはあなたがたを過ぎ越す。わ
たしがエジプトの地を打つ時、あなたがたを滅ぼ
す災いはあなたがたの上に臨まない。

14この日はあなたがたにとって記念となる。あな
たがたはこれを主への祭りとして祝わなければなら
ない。あなたがたは代々にわたり、永遠の掟として
これを祭りにしなければならない。

15『七日間、あなたがたは種なしパンを食べなけ
ればならない。その初日には、あなたがたの家から
パン種を取り除かなければならない。初日から七日
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目までの間に種入りパンを食べる者は、その者がイ
スラエルから断たれるからである。

16初日にはあなたがたに聖なる集会があり、七日
目にも聖なる集会がなければならない。これら
の日には、どんな仕事もしてはならない。ただ、各
人が食べるもの、それだけはあなたがたが行っても
よい。

17あなたがたは種なしパンの祭りを守らなければ
ならない。まさにこの日に、わたしはあなたがた
の軍団をエジプトの地から導き出したからであ
る。それゆえ、あなたがたは代々にわたり、永
遠の掟としてこの日を守らなければならない。

18最初の月の十四日の夕暮れに、あなたがた
は種なしパンを食べ始め、その月の二十一日の夕
暮れまで食べなければならない。

19七日間、あなたがたの家にパン種が見つかって
はならない。種が入ったものを食べる者は、寄留
者であれ、その地で生まれた者であれ、その者がイ
スラエルの会衆から断たれるからである。

20あなたがたは種が入ったものを一切食べてはな
らない。あなたがたのすべての住まいで、種なしパ
ンを食べなければならない。』」

21そこでモーセはイスラエルのすべての長老たち
を呼び寄せて、彼らに言った。「あなたがたの家
族のために小羊を選び取って、過越のいけにえ
を屠りなさい。

22ヒソプの束を取り、それを鉢の中の血に浸し、
鉢の中の血を鴨居と二つの門柱に付けなさい。あな
たがたは誰一人、朝まで自分の家の戸口から出ては
ならない。

23主がエジプト人を打つために通り過ぎられるか
らである。主が鴨居と二つの門柱にある血をご覧に
なる時、主はその戸口を過ぎ越され、滅ぼす者があ
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なたがたの家に入ってあなたがたを打つことを
お許しにならない。

24あなたがたはこれを、あなたとあなたの子らへ
の掟として、永遠に守らなければならない。

25あなたがたが、主の約束通りに主が与えられ
る地に入った時、この儀式を守らなければならな
い。

26そして、あなたがたの子どもたちがあなたがた
に『この儀式にはどのような意味があるのです
か』と尋ねる時、

27あなたがたは『それは主の過越のいけにえであ
る。主がエジプト人を打たれた時、エジプトにいた
イスラエルの子らの家を過ぎ越され、私たちの家々
を守ってくださったのだ』と言わなければならな
い。」
民は頭を下げて礼拝した。
28イスラエルの子らは行って、そのようにした。
主がモーセとアロンに命じられた通りに、彼ら
は行った。

29真夜中に、主はエジプトの地のすべての長
子を打たれた。それは王座に座るファラオの長子か
ら、地下牢にいる捕虜の長子に至るまで、また家
畜のすべての初子に及んだ。

30ファラオは夜中に起き上がり、彼もそのすべて
の家臣も、すべてのエジプト人も起きた。エジプト
には大きな叫びが起こった。死人のいない家は一つ
もなかったからである。

31彼は夜のうちにモーセとアロンを呼び寄せ
て言った。「起き上がり、私の民の中か
ら出て行け。おまえたちもイスラエルの子らもだ。
行って、おまえたちが言ったように主に仕えよ。

32おまえたちが言ったように、羊の群れ
も牛の群れも連れて去れ。そして私のことも祝福し
てくれ。」
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33エジプト人は民を急き立てて、大急ぎでそ
の地から送り出そうとした。「私たちは皆、死んで
しまう」と彼らが言ったからである。

34民はパン種が入る前のパン生地を取り、こ
ね鉢を衣服に包んで肩に担いだ。

35イスラエルの子らはモーセの言葉通り
に行い、エジプト人から銀の飾り、金の飾り、衣
服を求めた。

36主が、民がエジプト人の目に好意を得るように
されたので、彼らは民の求めるものを与えた。こう
して彼らはエジプト人から奪い取った。

37イスラエルの子らはラメセスからスコテへと旅
立った。子どもたちを除いて、徒歩の男たちは約六
十万人であった。

38多くの入り混じった群衆も彼らと共に上り、
羊の群れ、牛の群れ、さらに非常に多くの家
畜も共に行った。

39彼らはエジプトから持ち出したパン生地で、
種なしの菓子を焼いた。エジプトから追い出され、
待つことができず、また自分たちのための食料も準
備していなかったため、それにはパン種が入ってい
なかったからである。

40イスラエルの子らがエジプトに住んでいた期
間は四百三十年であった。

41四百三十年が終わったまさにその日に、主のす
べての軍団はエジプトの地から出て行った。

42それは、彼らをエジプトの地から導き出され
た主のために、大いに守られるべき夜である。こ
の夜は、イスラエルのすべての子らが代々にわた
り大いに守るべき主の夜である。

43主はモーセとアロンに言われた。「これが過
越の掟である。外国人は誰もこれを食べてはならな
い。
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44しかし、金で買われた人の奴隷はみな、あなた
が彼に割礼を施したなら、これを食べることができ
る。

45滞在している外国人や雇い人は、これを食べて
はならない。

46それは一つの家の中で食べなければならな
い。あなたはその肉のいかなる部分も、
家の外に持ち出してはならない。その骨を一つ
も折ってはならない。

47イスラエルの全会衆がこれを守らなければなら
ない。

48異国人が寄留者としてあなたと共に住んでお
り、主に過越を守りたいと願うなら、彼のすべて
の男子に割礼を受けさせなさい。そうして初めて、
彼は近づいてこれを守ることができる。彼はそ
の地で生まれた者のようになる。しかし、割
礼を受けていない者は誰もこれを食べてはならな
い。

49家で生まれた者にも、あなたがたの間に寄留す
る異国人にも、一つの同じ律法が適用される。」

50イスラエルの子らは皆、そのようにした。主が
モーセとアロンに命じられた通りに彼らは行った。

51まさにその日、主はイスラエルの子らをその軍
団ごとにエジプトの地から導き出された。

13
1主はモーセに言われた。
2「イスラエルの子らのうち、人でも動物でも、
胎を開く初子はすべて、わたしのために聖別しなさ
い。それはわたしのものである。」

3モーセは民に言った。「あなたがたがエジプ
ト、奴隷の家から出て来たこの日を記念しなさい。
主が力強い手であなたがたをそこから導き出された
からである。種入りパンを食べてはならない。
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4あなたがたは今日、アビブの月に旅立った。
5主が、カナン人、ヘト人、アモリ人、ヒビ人、

エブス人の地、すなわちあなたの父祖たちに与える
と誓った、乳と蜜の流れる地にあなたを導き入れ
る時、あなたはこの月にこの儀式を守らなければな
らない。

6七日間、種なしパンを食べなければならない。
七日目には主への祭りがある。

7種なしパンは七日間食べなければならない。種
入りパンがあなたのところに見られてはならな
い。また、あなたのすべての領土で、パン種があな
たのところに見られてはならない。

8あなたはその日に自分の子に説明して言いなさ
い。『これは、私がエジプトか
ら出て来た時、主が私のためにしてくださったこと
のためである。』

9これはあなたの手のしるし、また目の間の記
念としてあなたのところにある。それは主の律法が
あなたの口にあるようにするためである。主が力
強い手で、あなたをエジプトから導き出されたから
である。

10それゆえ、あなたはこの掟を、その定められ
た時に、年ごとに守らなければならない。

11主があなたとあなたの父祖たちに誓われたよう
に、あなたをカナン人の地に導き入れ、そこをあな
たに与えられる時、

12あなたは胎を開くすべてのものを主のため
に取り分けなければならない。あなたの家畜か
ら生まれるすべての初子、すなわち雄は、主のもの
である。

13ロバの初子はすべて、小羊をもってあがなわな
ければならない。あがなわないなら、その首を折ら
なければならない。また、あなたの子らのうち、
人の初子はすべてあがなわなければならない。
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14後になってあなたの子が『これは何です
か』と尋ねるなら、あなたは彼に言いなさい。
『主は力強い手で、奴隷の家であるエジプトか
ら私たちを導き出された。

15ファラオが頑なになって私たちを行かせるの
を拒んだ時、主はエジプトの地で、人の初子から家
畜の初子に至るまで、すべての初子を殺された。そ
れゆえ、私は胎を開くすべての雄の初子を主にいけ
にえとして献げ、自分の息子たちのうち、人の初
子はすべてあがなっている。』

16これはあなたの手のしるし、また目の間の記
章としてあなたのところにある。主が力強い手で、
私たちをエジプトから導き出されたからである。」

17ファラオが民を去らせた時、神は彼らをペリシ
テ人の地の道には導かなかった。それは近い道であ
ったが、神は「民が戦いを見て心を変え、エジプト
に帰るかもしれない」と言われたからである。

18神は民を、荒野の道を通って紅海の方へ
と回り道させた。イスラエルの子らはエジプト
の地から武装して上った。

19モーセはヨセフの骨を携えていた。ヨセフがイ
スラエルの子らに「神は必ずあなたがたを顧みられ
る。その時、私の骨をここから携えて上りなさ
い」と言って、堅く誓わせたからである。

20彼らはスコテを出発し、荒野の端にあるエタム
に宿営した。

21主は、昼は雲の柱で彼らを導き、
夜は火の柱で彼らを照らして、彼らを昼夜とも進ま
せるために、彼らの前を進まれた。

22昼は雲の柱、夜は火の柱が、民の前から離れる
ことはなかった。
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14
1主はモーセに言われた。
2「イスラエルの子らに、引き返して、ミグドル

と海の間にあるピハヒロテの前、バアル・ツェフォ
ンの前に宿営するように言いなさい。あなたがたは
それに向かい合って、海沿いに宿営しなければなら
ない。

3ファラオはイスラエルの子らについて、『彼ら
はあの地で迷っており、荒野が彼らを閉じ込め
た』と言うであろう。

4わたしはファラオの心をかたくなにし、
彼が彼らを追いかけて来るようにする。わたしはフ
ァラオとそのすべての軍勢によって誉れを得る。エ
ジプト人は、わたしが主であることを知るであろ
う。」彼らはそのようにした。

5民が逃亡したことがエジプトの王に告げられる
と、ファラオとその家臣たちは民に対し
て心を変え、彼らは言った。「私たちは何というこ
とをしたのか。イスラエルを私たちに仕えることか
ら解放して行かせてしまった。」

6彼は戦車を整え、自分の軍勢を連れて行った。
7彼は選りすぐりの戦車六百台、およびエジプト

のすべての戦車、それらすべての上の指揮官を連れ
て行った。

8主はエジプトの王ファラオの心をかたくなにさ
れたので、彼はイスラエルの子らを追跡した。イス
ラエルの子らは高く手を上げて出て行った*。

9エジプト人は彼らを追跡した。ファラオのすべ
ての馬、戦車、騎兵、軍勢が、海沿いのピハヒロテ
のそば、バアル・ツェフォンの前で宿営してい
た彼らに追いついた。
* 14:8 14:8または「反抗的に」。
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10ファラオが近づいて来た時、イスラエルの子ら
は目を上げた。見よ、エジプト人が彼らの後ろか
ら進んで来る。彼らはひどく恐れ、イスラエル
の子らは主に叫んだ。

11彼らはモーセに言った。「エジプトに墓がない
からといって、あなたは私たちを荒野で死なせるた
めに連れて来たのですか。私たちをエジプトか
ら連れ出して、あなたは私たちに何ということをし
たのですか。

12私たちがエジプトであなたに言った言葉は、こ
れではありませんでしたか。『私たちを放っておい
て、エジプト人に仕えさせなさい』と。エジプ
ト人に仕える方が、荒野で死ぬよりも私たちに
は良かったのです。」

13モーセは民に言った。「恐れてはならない。し
っかりと立ち、今日あなたがたのために行われ
る主の救いを見なさい。あなたがたが今日見ている
エジプト人を、二度と永遠に見ることはないであろ
う。

14主があなたがたのために戦われる。あなたがた
は静かにしていなさい。」

15主はモーセに言われた。「なぜわたしに叫ぶの
か。イスラエルの子らに前進するように言いなさ
い。

16あなたは杖を上げ、手を海の上に向けて伸ば
し、海を分けなさい。イスラエルの子ら
は海の真ん中を乾いた地として通るであろう。

17見よ、わたし自身がエジプト人の心をかたくな
にするので、彼らはその後を追って入って行く。わ
たしはファラオとそのすべての軍勢、その戦車、そ
の騎兵によって誉れを得る。

18わたしがファラオとその戦車、騎兵によっ
て誉れを得る時、エジプト人はわたしが主であるこ
とを知るであろう。」
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19イスラエルの陣営の前を進んでいた神の使い
は移動し、彼らの後ろに行った。雲の柱も彼ら
の前を離れ、彼らの後ろに立った。

20それはエジプトの陣営とイスラエルの陣
営の間に来た。そこには雲と闇があったが、
夜を照らした。夜の間、一方は他方に近づかなかっ
た。

21モーセが手を海の上に向けて伸ばすと、主は一
晩中、強い東風で海を後退させ、海を乾いた地と
し、水は分かれた。

22イスラエルの子らは海の真ん中を乾いた地とし
て通り、水は彼らの右と左で壁となった。

23エジプト人は追跡し、ファラオのすべて
の馬、戦車、騎兵が彼らの後を追って海の中に入っ
て来た。

24朝の見張り時に、主は火と雲の柱の中からエジ
プト人の軍勢を見下ろし、エジプト人の軍勢を混
乱に陥れられた。

25主は彼らの戦車の車輪を外し、それを重くし
て進みにくくされた。エジプト人は言った。「イス
ラエルの前から逃げよう。主が彼らのためにエジプ
ト人と戦っておられるからだ。」

26主はモーセに言われた。「手を海の上に向け
て伸ばし、水がエジプト人、戦車、騎兵の上に返る
ようにしなさい。」

27モーセが手を海の上に向けて伸ばすと、朝
方、海は元の勢いに戻った。エジプト人はそれ
に向かって逃げたが、主はエジプ
ト人を海の真ん中で打ち倒された。

28水は戻り、彼らの後を追って海に入ったファラ
オの全軍勢の戦車と騎兵を覆った。一人も残らなか
った。

29しかしイスラエルの子らは海の真ん中を乾い
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た地として歩いた。水は彼らの右と左で壁となっ
た。

30こうして、主はその日、イスラエルをエジプ
ト人の手から救われた。イスラエルは海辺にエジプ
ト人の死体を見た。

31イスラエルは、主がエジプト人に行われた大い
なる御業を見た。民は主を恐れ、主とそのしもべモ
ーセを信じた。

15
1その時、モーセとイスラエルの子らは、
主に向かってこの歌を歌った。彼らは言った。
「私は主に歌う。主は高く勝ち誇られたから。

馬と乗り手を海に投げ込まれた。
2主は私の力、私の歌、私の救いとなられた。
この方は私の神。私はこの方を賛美する。
私の父の神。私はこの方をあがめる。

3主は戦いの人。主はその名。
4主はファラオの戦車と軍勢を海に投げ込まれ

た。
その選りすぐりの指揮官たちは紅海に沈んだ。
5大水が彼らを覆った。彼らは深みに石のよう
に沈んだ。
6主よ、あなたの右の手は力において栄光に輝く。

主よ、あなたの右の手は敵を打ち砕く。
7あなたの偉大な威厳によって、あなたはあな

たに逆らい立つ者たちを打ち倒される。
あなたは憤りを放ち、それは彼らをわらのよう
に焼き尽くす。

8あなたの鼻の息によって水は積み上げられ
た。流れは堰のように立ち、深
海は海の真ん中で固まった。
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9敵は言った。『追いかけよう。追いつこう。
獲物を分けよう。私の欲望を彼らで満たそう。
私は剣を抜こう。私の手は彼らを滅ぼそう。』

10あなたが風を吹きかけると、海は彼らを覆っ
た。彼らは大水の中に鉛のように沈んだ。

11主よ、神々の中にあなたのような方は誰がい
るでしょうか。
聖さにおいて栄光あり、賛美において恐るべ

き方、奇跡を行う方のような方は誰がいるで
しょうか。

12あなたが右の手を伸ばされると、地は彼ら
を飲み込んだ。
13あなたは贖い出した民を慈しみによって導き、あ
なたの聖なる住まいへ、あなたの力によって彼ら
を導かれる。
14もろもろの民は聞いて震える。ペリシテの住
民に苦しみが襲う。
15エドムの長たちは驚き、モアブの力ある者たちに
は震えが及ぶ。カナンの住民は皆、溶け去る。
16恐怖と恐れが彼らの上に臨む。あなたの腕の偉
大さゆえに、彼らは石のように静まり返る。
主よ、あなたの民が通り過ぎるまで、あなた
が買い取られたこの民が通り過ぎるまで。
17あなたは彼らを導き入れ、あなたの嗣
業の山に植えられる。

主よ、それはあなたが住まうためにご自分のた
めに造られた場所。主よ、あなたの手が据え
られた聖所。

18主はとこしえに、永遠に王として治められ
る。」

19ファラオの馬が、戦車や騎兵と共に海に入っ
た時、主は海の水を彼らの上に引き戻された。しか
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しイスラエルの子らは海の真ん中を乾いた地とし
て歩いた。

20アロンの姉妹、女預言者ミリアムは手にタンバ
リンを取り、女たちは皆、タンバリンを手に踊りな
がら彼女の後について出て来た。

21ミリアムは彼らに応えて歌った。
「主に歌え。主は高く勝ち誇られた。

馬と乗り手を海に投げ込まれたから。」
22モーセはイスラエルを紅海から進ませた。彼ら

はシュルの荒野に出て行き、荒野で三日間旅をした
が、水を見つけられなかった。

23彼らがマラに着いた時、マラの水は苦くて飲む
ことができなかった。そのためその場所はマ
ラ*と呼ばれた。

24民はモーセにつぶやいて言った。「私たち
は何を飲めばよいのか。」

25モーセが主に叫ぶと、主は彼に一本の木を示さ
れた。彼がそれを水に投げ入れると、水は甘くなっ
た。そこで主は彼らのために掟と定めを設け、そこ
で彼らを試みられた。

26そして言われた。「もしあなたが、あなた
の神、主の声に注意深く聞き従い、主の目に正しい
ことを行い、その命令に耳を傾け、すべて
の掟を守るなら、わたしはエジプト人に下し
た病を一つもあなたに下さない。わたしはあなた
を癒やす主であるから。」

27彼らはエリムに着いた。そこには十二の泉と七
十本のなつめやしの木があった。彼らはそこで水
辺に宿営した。
* 15:23 15:23「マラ」は「苦い」を意味する。
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16
1彼らはエリムを出発した。イスラエルの子ら

の全会衆はエリムとシナイの間のシン荒
野に来た。それはエジプトの地から出て来た後、第
二の月の十五日であった。

2イスラエルの子らの全会衆は、荒野でモーセと
アロンにつぶやいた。

3イスラエルの子らは彼らに言った。「私たちは
エジプトの地で、肉の鍋の傍らに座り、パンを腹い
っぱい食べていた時に、主の手によって死んでいれ
ばよかった。あなたがたは、この全集会を飢え死に
させるために、私たちをこの荒野に連れ出したの
だ。」

4主はモーセに言われた。「見よ、わたしはあな
たがたのために天からパンを降らせる。
民は出て行って、日ごとに一日の分を集めなければ
ならない。わたしは彼らがわたしの律法に歩むかど
うかを試みる。

5六日目には、彼らが持ち帰ったものを用意する
と、それは毎日集める分の二倍となる。」

6モーセとアロンはイスラエルのすべての子ら
に言った。「夕方になると、あなたがたはエジプト
の地からあなたがたを導き出されたのが主であるこ
とを知る。

7朝になると、あなたがたは主の栄光を見る。
主に対するあなたがたのつぶやきを、主が聞かれる
からである。私たちは何者なのか。あなたがた
が私たちに対してつぶやくとは。」

8モーセは言った。「主は夕方には食べる肉を、
朝には満ち足りるほどのパンをあなたがたに与えて
くださる。主に対してあなたがたがつぶやいている
そのつぶやきを、主が聞かれるからである。私たち
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は何者なのか。あなたがたのつぶやきは私たち
に対してではなく、主に対してなのだ。」

9モーセはアロンに言った。「イスラエルの子ら
の全会衆に言いなさい。『主の前に近づきなさい。
主があなたがたのつぶやきを聞かれたからであ
る。』」

10アロンがイスラエルの子らの全会衆に語ってい
ると、彼らは荒野の方を見た。すると見よ、主の栄
光が雲の中に現れた。

11主はモーセに言われた。
12「わたしはイスラエルの子らのつぶやきを聞い

た。彼らに語って言え。『夕方になると、あなたが
たは肉を食べ、朝にはパンで満ち足りる。そうすれ
ば、わたしがあなたがたの神、主であることを知る
であろう。』」

13夕方になると、うずらが飛んで来て陣営を覆っ
た。朝になると、陣営の周囲に露が降りていた。

14降りていた露が上がると、見よ、荒野の面に、
地の上の霜のような、小さく丸いものがあった。

15イスラエルの子らはそれを見ると、互いに言っ
た。「これは何だろう。」彼らはそれが何であるか
を知らなかったからである。モーセは彼らに言っ
た。「これは主があなたがたに食べるために与えら
れたパンである。

16主が命じられたことはこうである。『各
人は食べる分だけ、一人につき一オメル*ずつ、自
分の天幕にいる人数に応じて集めなさい。』」

17イスラエルの子らはそのようにした。あ
る者は多く、ある者は少なく集めた。

18彼らがオメルで量ると、多く集めた者も余ら
ず、少なく集めた者も不足しなかった。各人は食べ
る分だけ集めた。
* 16:16 16:16一オメルは約二・二リットルである。
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19モーセは彼らに言った。「だれも朝までそれ
を残してはならない。」

20しかし彼らはモーセに聞き従わなかった。あ
る者たちが朝までそれを残しておくと、虫がわき、
臭くなった。モーセは彼らに怒った。

21彼らは毎朝、各人が食べる分だけを集めた。
日が熱くなると、それは溶けた。

22六日目になると、彼らは二倍のパン、すなわ
ち一人につき二オメルずつ集めた。会衆の長は皆
来て、モーセに告げた。

23モーセは彼らに言った。「これは主が語られた
ことである。『明日は厳粛な休み、主への聖なる安
息である。焼きたいものは焼き、煮たいものは煮な
さい。残ったものはすべて、明日の朝まで保管のた
めに取っておきなさい。』」

24彼らはモーセが命じた通り、朝までそれを取っ
ておいたが、臭くもならず、虫もわかなかった。

25モーセは言った。「今日はそれを食べなさい。
今日は主への安息である。今日、野でそれを見つけ
ることはないであろう。

26六日間はそれを集めなければならないが、七日
目は安息である。その日には何もない。」

27七日目になると、民のうちのある者たちが集め
に出て行ったが、何も見つからなかった。

28主はモーセに言われた。「あなたがたはいつま
で、わたしの戒めとわたしの律法を守ることを拒む
のか。

29見よ、主が安息をあなたがたに与えられたの
で、六日目には二日分のパンをあなたがたに与えら
れる。七日目には、各人は自分の場所に留まり、だ
れもその場所から出てはならない。」

30こうして民は七日目に休んだ。
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31イスラエルの家はそれをマナ†と名付けた。そ
れはコリアンダーの種のように白く、蜂蜜を入れ
た薄焼き菓子の味のようであった。

32モーセは言った。「主が命じられたことはこれ
である。『一オメル分を保管しなさい。それはあな
たがたの代々にわたるためである。それは、わたし
があなたがたをエジプトの地から導き出した時、荒
野であなたがたに食べさせたパンを、彼らが見るた
めである。』」

33モーセはアロンに言った。「壺を取り、そ
の中に一オメル分のマナを入れ、それ
を主の前に置いて、あなたがたの代々にわたり保
管しなさい。」

34主がモーセに命じられた通り、アロンはそれ
を保管のためにあかしの前に置いた。

35イスラエルの子らは、人が住む地に着くまで、
四十年間マナを食べた。彼らはカナン
の地の境に着くまでマナを食べた。

36オメルはエファの十分の一である。‡

17
1イスラエルの子らの全会衆は、主の命
令に従い、シンの荒野から旅程ごとに旅立った。
彼らはレフィディムで宿営したが、そこに
は民が飲む水がなかった。

2それで民はモーセと争い、「私たち
に飲む水を与えよ」と言った。モーセは彼らに言っ
た。「なぜ私と争うのか。なぜ主を試みるのか。」

3民はそこで水に渇いていた。民はモーセに対し
てつぶやいて言った。「なぜ私たちをエジプトか

† 16:31 16:31 「マナ」は「これは何か」を意味する。 ‡ 16:36
16:36一エファは約二十二リットルである。
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ら導き上ったのか。私や子どもたち、家畜を渇き
で死なせるためか。」

4モーセは主に叫んで言った。「私はこの民をど
うすればよいのでしょうか。彼らは今に
も私を石で打ち殺そうとしています。」

5主はモーセに言われた。「民の前を進み、イス
ラエルの長老たちを連れて行きなさい。ナイ
ル川を打ったあなたの杖を手に取って行きなさい。

6見よ、わたしはホレブの岩の上で、あなた
の前のそこに立つ。あなたはその岩を打たなければ
ならない。そうすれば、そこから水が出て、
民は飲むことができる。」モーセはイスラエルの長
老たちの目の前でそのようにした。

7彼はその場所の名前をマサ*、およびメリ
バ†と呼んだ。イスラエルの子らが争ったためであ
り、また彼らが「主は私たちのうちにおられるの
か、おられないのか」と言って主を試みたからであ
る。

8その時アマレクが来て、レフィディムでイスラ
エルと戦った。

9モーセはヨシュアに言った。「私たちのため
に男たちを選び、出て行ってアマレクと戦いなさ
い。明日、私は神の杖を手に持って、
丘の頂に立つ。」

10ヨシュアはモーセが言った通りにし、アマレク
と戦った。モーセ、アロン、フルは丘の頂に上っ
た。

11モーセが手を上げている時はイスラエルが優
勢になり、彼が手を下ろすとアマレクが優勢になっ
た。
* 17:7 17:7「マサ」は「試みる」という意味である。 † 17:7 17:7
「メリバ」は「争う」という意味である。
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12しかし、モーセの手が重くなったので、彼ら
は石を取って彼の下に置き、彼はその上に座っ
た。アロンとフルは、一人はこちら側、もう一人は
あちら側で彼の手を支えた。こうし
て彼の手は日が沈むまでしっかりと保たれた。

13ヨシュアは剣の刃でアマレクとそ
の民を打ち破った。

14主はモーセに言われた。「これを記念として書
物に書き記し、ヨシュアの耳に語り聞かせなさ
い。わたしは天の下からアマレクの記憶を完
全に消し去るからである。」

15モーセは祭壇を築き、その名
前を「主は私の旗」‡と呼んだ。

16彼は言った。「主は誓われた。主は代々にわた
りアマレクと戦われる。」

18
1ミディアンの祭司でモーセのしゅうとであるエ

テロは、神がモーセとご自分の民イスラエルのため
に行われたすべてのこと、主がイスラエルをエジプ
トから導き出されたことを聞いた。

2モーセのしゅうとエテロは、送り返されていた
モーセの妻チッポラと、

3その二人の息子を連れて来た。一人の名前はゲ
ルショム*であった。モーセが「私は異国の地で寄
留者として生きてきた」と言ったからである。

4もう一人の名前はエリエゼル†であった。
彼が「私の父の神は私の助けであり、ファラオ

‡ 17:15 17:15「主は私の旗」はヘブル語で「ヤハウェ・ニシ」である。
* 18:3 18:3「ゲルショム」はヘブル語の「そこにいる寄留者」という言葉に発音が似ている。
† 18:4 18:4「エリエゼル」は「私の神は助け」という意味である。
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の剣から私を救い出してくださった」と言ったから
である。

5モーセのしゅうとエテロは、モーセの息子たち
と妻を連れ、荒野で神の山に宿営しているモーセの
ところに来た。

6彼はモーセに言った。「あなたのしゅうとであ
る私エテロが、あなたの妻と彼女の二人の息
子と共にあなたのところに来た。」

7モーセはしゅうとを迎えるために出て行き、
身をかがめて彼に口づけした。彼らは互いの安
否を尋ね合い、天幕に入った。

8モーセはしゅうとに、主がイスラエルのために
ファラオとエジプト人に行われたすべてのこと、途
中で彼らに降りかかったすべての苦難、そし
て主が彼らをどのように救い出されたかを語った。

9エテロは、主がイスラエルをエジプト人の手か
ら救い出して彼らに行われたすべての良いこと
を喜んだ。

10エテロは言った。「主はほめたたえられるべき
である。主はあなたがたをエジプト人の手から、ま
たファラオの手から救い出され、民をエジプ
ト人の手の下から救い出された。

11私は今、主がすべての神々にまさって大いな
る方であることを知った。彼らが民に対して高ぶっ
て行ったその事においてである。」

12モーセのしゅうとエテロは全焼のいけにえと、
神への犠牲を持って来た。アロンとイスラエルのす
べての長老たちが来て、モーセのしゅうと
と共に神の前でパンを食べた。

13翌日、モーセは民を裁くために座り、民は朝か
ら夕方までモーセの周りに立っていた。

14モーセのしゅうとは、彼が民のためにしている
すべてのことを見て言った。「あなたが民のために
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しているこの事は何ですか。なぜあなただけが一
人で座り、民は皆、朝から夕方まであなたの周り
に立っているのですか。」

15モーセはしゅうとに言った。「民が神に尋ねる
ために私のところに来るからです。

16彼らに事柄がある時、彼らは私のところに来ま
す。私は一人とその隣人との間を裁き、神の掟と律
法を知らせるのです。」

17モーセのしゅうとは彼に言った。「あなたのし
ている事は良くありません。

18あなたも、あなたと一緒にいるこの民も、
必ず疲れ果ててしまいます。この事はあなたに
は重すぎます。あなた一人でそれを行うことはでき
ません。

19今、私の声に聞き従いなさい。私はあなたに助
言を与えます。神があなたと共におられますよう
に。あなたは神の前で民の代表となり、その事
柄を神のところに持って行きなさい。

20あなたは彼らに掟と律法を教え、彼らが歩むべ
き道と、なすべき事を彼らに示しなさい。

21さらにあなたは、すべての民の中から、
神を恐れる有能な人々、真実な人々、不当な利
益を憎む人々を見つけ出し、彼らを千人の長、百
人の長、五十人の長、十人の長として民の上に立て
なさい。

22彼らに常に民を裁かせなさい。すべての大き
な事柄はあなたのところに持って来させ、すべて
の小さな事柄は彼ら自身で裁かせなさい。そうすれ
ば、あなたには楽になり、彼らはあなたと重
荷を分かち合うでしょう。

23もしあなたがこの事を行い、神もあなたにそ
う命じられるなら、あなたは耐えることができ、ま
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たこの民も皆、平和に自分の場所に帰ることができ
るでしょう。」

24そこでモーセはしゅうとの声に聞き従い、
彼が言った通りのことをすべて行った。

25モーセは全イスラエルの中から有能な人々
を選び、彼らを民の頭、すなわち千人の長、百
人の長、五十人の長、十人の長とした。

26彼らは常に民を裁いた。難しい事柄はモーセの
ところに持って来たが、小さな事柄はすべて彼ら自
身で裁いた。

27モーセはしゅうとを送り出し、彼は自
分の地へ帰って行った。

19
1イスラエルの子らがエジプトの地を出てか

ら三か月目、その同じ日に、彼らはシナイの荒
野に着いた。

2彼らはレフィディムから旅立ち、シナイの荒
野に来て、荒野に宿営した。イスラエルはそこ
で山の前に宿営した。

3モーセは神のもとへ上って行った。主は山か
ら彼を呼んで言われた。「ヤコブの家にこ
う言い、イスラエルの子らに告げなさい。

4『あなたがたは、わたしがエジプト人に行った
こと、また、わたしがあなたがたを鷲の翼に乗せ
て、わたしのもとに連れて来たことを見た。

5だから今、もしあなたがたがわたしの声に確か
に聞き従い、わたしの契約を守るなら、あなたがた
はすべての民の中からわたし自身の宝となる。全
地はわたしのものであるからだ。

6あなたがたはわたしにとって、祭司の王
国、聖なる国民となる。』これが、あなたがイスラ
エルの子らに語るべき言葉である。」
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7モーセは来て、民の長老たちを呼び寄せ、
主が彼に命じられたこれらすべての言葉を彼ら
の前に置いた。

8民は皆一緒に答えて言った。「主が言われたこ
とを、私たちはすべて行います。」モーセは民の言
葉を主に持ち帰った。

9主はモーセに言われた。「見よ、わたし
は濃い雲の中であなたのところに行く。それは、わ
たしがあなたと語る時、民が聞き、あなたを永
遠に信じるためである。」モーセは民の言
葉を主に告げた。

10主はモーセに言われた。「民のところに行き、
今日と明日、彼らを聖別しなさい。彼らに衣
服を洗わせ、

11三日目に備えさせなさい。三日目に、主はすべ
ての民の目の前でシナイ山に下られるからである。

12あなたは民のために周囲に境界を設けて言いな
さい。『山に上ったり、その境界に触れたりしない
ように気をつけなさい。山に触れる者はみな、
必ず死刑に処せられる。

13その者に手を触れてはならない。そ
の者は必ず石で打たれるか、矢で射抜かれるからで
ある。動物であれ人であれ、生かしておいてはなら
ない。』角笛が長く鳴り響く時、彼らは山に近づい
てよい。」

14モーセは山から民のところに下り、民を聖別し
た。彼らは衣服を洗った。

15彼は民に言った。「三日目に備えなさい。
女に近づいてはならない。」

16三日目の朝になると、雷と稲妻があり、
濃い雲が山の上にあった。そして非常に大きな角
笛の音がして、陣営にいたすべての民は震えた。
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17モーセは神に会うために、民を陣営か
ら導き出し、彼らは山のふもとに立った。

18シナイ山は全体が煙っていた。主が火の中でそ
の上に下られたからである。その煙はかまどの煙の
ように立ち上り、山全体が激しく震えた。

19角笛の音がますます大きくなった時、モーセ
は語り、神は声を出して彼に答えられた。

20主はシナイ山の上、その山の頂に下られた。
主はモーセを山の頂に呼ばれ、モーセは上って行っ
た。

21主はモーセに言われた。「下って行き、
民が主を見るために押し破って来ないように警告し
なさい。そうしなければ、多くの者が滅びるであろ
う。

22また、主に近づく祭司たちも自らを聖別しなけ
ればならない。主が彼らに襲いかかられないためで
ある。」

23モーセは主に言った。「民はシナイ山に上るこ
とはできません。あなたが私たちに『山の周囲に境
界を設け、それを聖別しなさい』と言って警告され
たからです。」

24主は彼に言われた。「行きなさい。下っ
て行き、アロンと一緒に上って来なさい。しかし、
祭司たちや民には、主に上って来るために押し破ら
せてはならない。主が彼らに襲いかかられないため
である。」

25そこでモーセは民のところに下り、彼らに語っ
た。

20
1神はこれらすべての言葉を語って言われた。
2「わたしはあなたの神、主である。わたしはあ

なたをエジプトの地、奴隷の家から導き出した。
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3あなたには、わたしの前にほかの神々があって
はならない。

4あなたは自分のために刻んだ像を造ってはなら
ない。上は天にあるもの、下は地にあるもの、ある
いは地の下の水の中にあるものの、いかな
る形も造ってはならない。

5あなたはそれらを拝んではならず、それら
に仕えてはならない。あなたの神である主、わたし
はねたむ神であるからだ。わたしを憎む者には、
父の咎を子に報い、三代、四代にまで及ぼす。

6しかし、わたしを愛し、わたしの戒め
を守る者には、千代にわたって慈しみを示す。

7あなたの神、主の名をみだりに用いてはならな
い*。主は、ご自分の名をみだりに用いる者を罰せ
ずにはおかれないからである。

8安息日を覚えて、これを聖なるものとせよ。
9六日間働き、あなたのすべての仕事をしなけれ

ばならない。
10しかし七日目は、あなたの神、主への安息であ

る。あなたも、息子も娘も、男奴隷も女奴隷も、家
畜も、あなたの門の中にいる寄留者も、いかなる仕
事もしてはならない。

11主は六日間で天と地と海、またそれらの中のす
べてのものを造り、七日目に休まれたからであ
る。それゆえ、主は安息日を祝福し、これを聖なる
ものとされた。

12あなたの父と母を敬え。それは、あなた
の神、主があなたに与えようとしておられ
る地で、あなたの日々が長く続くためである。

13殺人を犯してはならない。
14姦淫してはならない。
15盗んではならない。

* 20:7 20:7または「あなたの神、主の名をむなしく取ってはならない」。
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16あなたの隣人に対して偽証してはならない。
17あなたの隣人の家をむさぼってはならない。あ

なたの隣人の妻、彼の男奴隷、女奴
隷、彼の牛、彼のろば、あるいはあなたの隣人のい
かなるものもむさぼってはならない。」

18すべての民は、雷、稲妻、角笛の音、そし
て煙る山を見た。民はそれを見ると震え、遠く離れ
て立った。

19彼らはモーセに言った。「あなたご自身が私た
ちに語ってください。そうすれば私たちは聞き従い
ます。しかし、神が私たちに語られないようにして
ください。私たちが死んでしまわないためです。」

20モーセは民に言った。「恐れてはならない。
神が来られたのは、あなたがたを試みるためであ
り、あなたがたの前に神への恐れがあって、あなた
がたが罪を犯さないためである。」

21民は遠く離れて立ち、モーセは神がおられ
る濃い暗闇に近づいて行った。

22主はモーセに言われた。「あなたはイスラエル
の子らにこう言いなさい。『あなたがたは、わたし
が天からあなたがたと語ったことを自ら見た。

23あなたがたは、わたしと並べて銀の神々
や金の神々を自分のために造ってはならない。決し
て造ってはならない。

24わたしのために土の祭壇を造り、その上にあな
たの全焼のいけにえ、和解のいけにえ、あなた
の羊と牛を献げなさい。わたしがわたしの名を記す
すべての場所で、わたしはあなたのところ
に来て、あなたを祝福する。

25もしわたしのために石の祭壇を造るなら、
切り石でそれを築いてはならない。あなたがそれ
に道具を当てるなら、それを汚すことになるからで
ある。
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26また、階段によってわたしの祭壇に上ってはな
らない。あなたの裸がそこで露わにされないためで
ある。』

21
1「これらは、あなたが彼らの前に置くべき掟で

ある。
2あなたがヘブル人の奴隷を買う場合、彼は六年
間仕え、七年目には無償で自由の身となっ
て出て行く。

3もし彼がひとりで来たなら、ひとり
で出て行く。もし彼が妻帯者であれば、
妻は彼と共に出て行く。

4もし主人が彼に妻を与え、彼女が彼に息
子や娘を産んだ場合、その妻と子どもたちは主人の
ものとなり、彼はひとりで出て行く。

5しかし、もしその奴隷がはっきりと『私は主
人と、妻と、子どもたちを愛している。自由の身と
なって出て行くことはしない』と言うなら、

6主人は彼を神のもとに連れて行き、戸口か門
柱に連れて行く。そして主人はきり
で彼の耳を突き通し、彼は永遠に主人に仕える。

7人が自分の娘を女奴隷として売る場合、彼
女は男奴隷たちが出て行くようには出て行かない。

8もし彼女が、自分を妻とした主人の気に入らな
い場合、主人は彼女をあがなわせなければならな
い。主人は彼女を裏切ったのであるから、彼女を外
国の民に売る権利はない。

9もし主人が彼女を自分の息子と結婚させるな
ら、彼女を娘として扱わなければならない。

10もし主人が別の妻をめとる場合、彼女の食
事、衣服、夫婦の権利を減らしてはならない。
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11もし主人が彼女にこれら三つのことをしないな
ら、彼女は金を払わずに自由の身となって出て行く
ことができる。

12人を打って死なせた者は、必ず死刑に処せられ
る。

13しかし、それが故意ではなく、神がそうなるこ
とをお許しになったのであれば、わたしは彼が逃げ
るための場所を指定する。

14人が悪巧みをし、故意に隣人を襲って殺すな
ら、あなたは彼をわたしの祭壇からでも連れ出し
て死刑にしなければならない。

15自分の父や母を打つ者は、必ず死刑に処せられ
る。

16人を誘拐し、彼を売る者、あるいは彼を自
分の手元に置いているのが見つかった者は、必ず死
刑に処せられる。

17自分の父や母をのろう者は、必ず死刑に処せら
れる。

18男たちが争い、一方が他方を石かこぶし
で打ち、その人が死なずに床に伏せ、

19もし彼が再び起き上がり、杖をついて歩き回る
なら、彼を打った者は無罪とされる。ただ、その休
業の損失を償い、彼が完全に治るまでの治療費を負
担しなければならない。

20人が自分の男奴隷や女奴隷を杖で打ち、そ
の者が彼の手の下で死んだ場合、彼は必ず罰せられ
る。

21しかし、もしその者が一日か二
日の後に起き上がるなら、彼は罰せられない。そ
の奴隷は彼の財産だからである。

22男たちが争い、身重の女を傷つけて早産させた
が、他に害が及ばなかった場合、その女の夫が要
求し、裁判官が認めるだけの罰金を必ず科せられ
る。
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23しかし、もし害が及んだなら、あなたは命に
は命を取り、

24目には目、歯には歯、手には手、足には足、
25やけどにはやけど、傷には傷、打ち身に

は打ち身を取らなければならない。
26人が自分の男奴隷の目、あるいは女奴
隷の目を打ってそれをつぶした場合、その目のゆえ
に彼を自由の身として去らせなければならない。

27もし彼が男奴隷の歯、あるいは女奴
隷の歯を打ち折った場合、その歯のゆえに彼を自
由の身として去らせなければならない。

28牛が男や女を角で突いて死なせた場合、そ
の牛は必ず石で打ち殺され、その肉は食べてはなら
ない。しかし牛の持ち主は責任を問われない。

29しかし、もしその牛に以前から角で突く癖があ
り、その持ち主が警告されていたにもかかわら
ず、それをつないでおかず、それが男や女を殺した
なら、その牛は石で打ち殺され、その持ち主も死
刑に処せられる。

30もし彼に身代金が課せられたなら、彼は自
分の命のあがないとして、課せられたものをすべ
て支払わなければならない。

31それが息子を突いた場合でも、娘を突いた場
合でも、この定めに従って彼に行われる。

32もし牛が男奴隷や女奴隷を突いた場合、そ
の持ち主に銀三十シェケル*を与え、
牛は石で打ち殺されなければならない。

33人が穴を開けるか、あるいは穴を掘ってそれ
に覆いをせず、そこに牛やろばが落ちた場合、

* 21:32 21:32一シェケルは約10グラム、すなわち約0.35オンスである。したがって三十シェケルは約300グラム、すなわち約10.6オンスである。
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34穴の持ち主はそれを償わなければならない。
彼はお金をその持ち主に与え、死んだ動物は彼のも
のとなる。

35ある人の牛が他の人の牛を傷つけ、それが死ん
だ場合、彼らは生きている牛を売り、その代
金を分け合う。また、死んだ動物も分け合う。

36あるいは、その牛に以前から角で突く癖がある
ことが知られていたのに、持ち主がそれをつないで
おかなかった場合、彼は必ず牛の代わり
に牛を償い、死んだ動物は彼のものとなる。

22
1「人が牛や羊を盗み、それを殺すか売った場
合、彼は牛一頭の代わりに牛五頭を、羊一匹の代わ
りに羊四匹を償わなければならない。

2もし泥棒が押し入るところを見つけられ、打た
れて死んだ場合、彼について血を流した罪はない。

3もし日が昇っていたなら、血を流した罪があ
る。彼は必ず償いをしなければならない。も
し彼に何もなければ、彼はその盗みのために売られ
なければならない。

4もし盗んだものが、牛であれ、ろばであれ、
羊であれ、彼の手元に生きて見つかった場
合、彼は二倍にして償わなければならない。

5人が畑やぶどう園を食い荒らさせ、自分の家
畜を放して別の人の畑で食べさせた場合、彼は自
分の畑の最良のもの、また自分のぶどう園の最良の
ものから償いをしなければならない。

6火が出て、いばらに燃え移り、麦の束、あるい
は立ち穂、あるいは畑が焼き尽くされた場合、火を
つけた者は必ず償いをしなければならない。
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7人が隣人にお金や物品を預けて保管させ、それ
がその人の家から盗まれた場合、もし泥棒が見つか
れば、彼は二倍にして償わなければならない。

8もし泥棒が見つからなければ、その家の主
人は神の前に進み出て、隣人の財産に手を出したか
どうかを明らかにしなければならない。

9牛、ろば、羊、衣服、またはいかなる紛失物に
ついてでも、『これは私のものだ』と言って違
反の事柄が起きた場合、双
方の言い分は神の前に持ち出されなければならな
い。神が有罪と宣告した者は、隣人に二倍にし
て償わなければならない。

10人が隣人に、ろば、牛、羊、あるいはいかな
る動物でも預けて保管させ、それが死ぬか、傷つく
か、あるいは誰も見ていないところで追い去られ
た場合、

11彼が隣人の財産に手を出していないという主に
かけた誓いが、彼ら二人の間になければならな
い。その持ち主はこれを受け入れ、彼は償いをす
る必要はない。

12しかし、もしそれが彼から盗まれたのであれ
ば、盗んだ者はその持ち主に償いをしなければなら
ない。

13もしそれが野獣に引き裂かれたのであれば、
彼はそれを証拠として持って来なければならない。
彼は引き裂かれたものを償う必要はない。

14人が隣人から何かを借り、その持ち主が一緒に
いない時にそれが傷つくか死んだ場
合、彼は必ず償いをしなければならない。

15もしその持ち主が一緒にいたなら、彼は償う必
要はない。それが賃借りされたものであったなら、
借り賃に含まれる。
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16人がまだ婚約していない処女をそそのかして彼
女と寝た場合、彼は必ず結納金を払って彼女を自
分の妻にしなければならない。

17もし彼女の父が彼に彼女を与えること
を固く拒むなら、彼は処女の結納金に応じた
お金を支払わなければならない。

18呪術を使う女を生かしておいてはならない。
19動物と寝る者はみな、必ず死刑に処せられる。
20主おひとりを除いて、他の神にいけにえを献げ

る者は、完全に滅ぼされなければならない。
21あなたは寄留者を不当に扱ってはならず、しい

たげてもならない。あなたがたはエジプトの地で寄
留者だったからである。

22あなたはどのようなやもめも、孤児も苦しめて
はならない。

23もしあなたが彼らを少しでも苦しめ、彼ら
が少しでもわたしに向かって叫ぶなら、わたし
は必ず彼らの叫びを聞く。

24そしてわたしの怒りは燃え上がり、わたし
は剣であなたがたを殺す。あなたがたの妻はやもめ
となり、あなたがたの子どもたちは孤児となるであ
ろう。

25もしあなたが、あなたと共にいるわたし
の民の貧しい者にお金を貸すなら、彼に対して金
貸しのようになってはならない。彼から利息を取っ
てはならない。

26もし隣人の上着を抵当に取るなら、
日が沈む前に彼に返さなければならない。

27それが彼にとって唯一の覆いであり、
肌に着る上着だからである。彼は何を着て寝ればよ
いのか。彼がわたしに叫ぶ時、わたしは聞く。わた
しは恵み深いからである。
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28神を冒瀆してはならない。また、あなた
の民の指導者をのろってはならない。

29あなたの収穫物と、あなたの搾り場からあふ
れ出るものの中から、ささげ物を遅らせてはならな
い。あなたの息子たちの長男をわたしに与えなけれ
ばならない。

30あなたの牛と羊についても同様にしなければな
らない。七日間は母親と共に置き、八日目にそれを
わたしに与えなければならない。

31あなたがたはわたしにとって聖なる人とならな
ければならない。それゆえ、野で獣に引き裂かれ
た肉を食べてはならない。それを犬に投げ与えなさ
い。

23
1「あなたは偽りのうわさを広めてはならない。
悪者に手を貸して、悪意ある証人となってはならな
い。

2あなたは多数の者に従って悪を行ってはならな
い。また、裁判において多数の者に同調して証
言し、正義を曲げてはならない。

3あなたは貧しい人だからといって、その訴訟に
おいて不当にひいきにしてはならない。

4あなたの敵の牛やろばが迷っているのに出会っ
たなら、必ずそれを彼のところに連れ戻さなければ
ならない。

5あなたを憎む者のろばが荷物の下敷きになっ
て倒れているのを見た時、彼を見捨ててはならな
い。あなたは必ず彼と共にそれを助け起こさなけれ
ばならない。

6あなたは、あなたの貧しい民の訴訟において、
正義を曲げてはならない。
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7偽りの告発から遠ざかり、罪のない者や正し
い者を殺してはならない。わたしは悪者を義と認め
ないからである。

8あなたは賄賂を受け取ってはならない。賄
賂は目の見える者の目をくらませ、正しい者の言
葉を曲げるからである。

9あなたは寄留者をしいたげてはならない。あな
たがたはエジプトの地で寄留者であったので、寄留
者の心を知っているからである。

10六年間、あなたは自分の土地に種をまき、そ
の収穫を集めなければならない。

11しかし七年目にはそれを休ませて、そのままに
しておかなければならない。そうすれば、あなた
の民の貧しい者が食べることができ、彼らが残した
ものを野の動物が食べることができる。あなたのぶ
どう園やオリーブ畑についても同じようにしなけれ
ばならない。

12六日間、あなたは自分の仕事をしなければなら
ない。しかし七日目には休まなければならない。そ
れはあなたの牛とろばが休み、あなたの女奴隷の息
子と寄留者が元気を回復するためである。

13わたしがあなたがたに言ったすべてのことに注
意を払いなさい。他の神々の名を呼び求めてはなら
ない。それがあなたの口から聞かれるようにしては
ならない。

14年に三回、わたしのために祭りを守らなければ
ならない。

15あなたは種なしパンの祭りを守らなければなら
ない。わたしがあなたに命じたように、アビブ
の月の定められた時に、七日間種なしパンを食べな
ければならない（その月にあなたがエジプトか
ら出て来たからである）。誰も手ぶらでわたし
の前に現れてはならない。
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16また、あなたが畑にまいた労働の初穂の祭りで
ある刈り入れの祭り、さらに年の終わりに畑からあ
なたの労働の実りを集める取り入れの祭りを守らな
ければならない。

17年に三回、あなたの男子は皆、主な
る神の前に現れなければならない。

18あなたはわたしのいけにえの血を、種入りパン
と共に献げてはならない。わたしの祭りの脂肪を、
朝まで夜通し残しておいてはならない。

19あなたの土地の最初の初穂を、あなた
の神、主の家に持って来なければならない。子山
羊をその母の乳で煮てはならない。

20見よ、わたしはあなたの前に使いを遣わし、道
中であなたを守り、わたしが備えた場所にあなた
を導き入れる。

21彼に注意を払い、その声に聞き従いなさい。
彼に逆らってはならない。彼はあなたがたの背き
を赦さないであろう。わたしの名が彼の内にあるか
らである。

22しかし、もしあなたが確か
に彼の声に聞き従い、わたしが語るすべてのこと
を行うなら、わたしはあなたの敵の敵となり、あな
たの仇の仇となる。

23わたしの使いがあなたの前を行き、アモリ人、
ヘト人、ペリジ人、カナン人、ヒビ人、エブス人の
ところにあなたを導き入れ、わたしは彼ら
を断ち切るからである。

24あなたは彼らの神々にひれ伏してはならず、そ
れらに仕えてはならない。また、彼らの行いになら
ってはならない。かえって、あなたは彼らを完
全に打ち倒し、彼らの石の柱を打ち砕かなければな
らない。

25あなたがたはあなたがたの神、主に仕えなけれ
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ばならない。そうすれば主はあなたのパンと水を祝
福される。わたしはあなたの中から病
気を取り除く。

26あなたの地には流産する者も、不妊の者もいな
くなる。わたしはあなたの日数を満たす。

27わたしはあなたの前にわたしへの恐れ
を送り、あなたが赴くすべての民を混乱に陥れ、あ
なたのすべての敵があなたに背を向けて逃げるよう
にする。

28わたしはあなたの前にスズメバチを送り、ヒ
ビ人、カナン人、ヘト人をあなたの前から追い出さ
せる。

29わたしは一年で彼らをあなたの前から追い出す
ことはしない。地が荒れ果て、野の動物があなた
に対して増えすぎないためである。

30あなたがたが増え、その地を受け継ぐまで、わ
たしは少しずつ彼らをあなたの前から追い出す。

31わたしはあなたの境界を、紅海からペリシ
テ人の海まで、また荒野から川までと定める。わた
しはその地の住民をあなたの手にゆだね、あなた
は彼らをあなたの前から追い出すからである。

32あなたは彼らや彼らの神々と契約を結んではな
らない。

33彼らをあなたの地に住ませてはならない。彼ら
があなたに、わたしに対して罪を犯させないためで
ある。もしあなたが彼らの神々に仕えるなら、それ
は必ずあなたにとって罠となる。」

24
1主はモーセに言われた。「あなたは、アロ

ン、ナダブ、アビフ、そしてイスラエルの長老七十
人と共に、主のもとに上って来なさい。そし
て遠く離れて礼拝しなさい。
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2モーセだけが主に近づかなければならない。
彼らは近づいてはならない。また、民は彼と一
緒に上ってはならない。」

3モーセは来て、主のすべての言葉とすべて
の掟を民に告げた。すべての民は声をそろえ
て答え、「主が語られたすべての言葉を私たち
は行います」と言った。

4モーセは主のすべての言葉を書き記した。
彼は朝早く起き、山のふもとに祭壇と、イスラエル
の十二部族のための十二の石の柱を築いた。

5彼はイスラエルの子らの若者たちを遣わし、
彼らは主に全焼のいけにえをささげ、和解のいけに
えとして牛を屠った。

6モーセは血の半分を取って鉢に入れ、残りの半
分の血を祭壇に振りかけた。

7彼は契約の書を取り、民が聞いている前でそれ
を読み上げた。彼らは言った。「主が語られたすべ
てのことを私たちは行い、聞き従います。」

8モーセは血を取り、それを民に振りかけて言っ
た。「見よ、これはこれらすべての言葉に関して、
主があなたがたと結ばれた契約の血である。」

9それからモーセ、アロン、ナダブ、アビフ、お
よびイスラエルの長老七十人は上って行った。

10彼らはイスラエルの神を見た。その足の下はサ
ファイア*の石を敷き詰めたかのようであり、
澄み切った空のようであった。

11神はイスラエルの子らの尊い者たちに手を下さ
れなかった。彼らは神を見、そして食べ、また飲ん
だ。

12主はモーセに言われた。「山に上り、わたしの
ところに来て、そこにとどまりなさい。わたしは、
* 24:10 24:10あるいは、ラピスラズリ。
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彼らを教えるために、わたしが書き記した律法と命
令の石の板をあなたに与える。」

13モーセは従者ヨシュアと共に立ち上がり、モー
セは神の山に上って行った。

14彼は長老たちに言った。「私たちがあなたがた
のところに再び戻って来るまで、ここで私たち
を待っていなさい。見よ、アロンとフルがあなたが
たと一緒にいる。争い事がある者は誰でも、彼らの
ところに行きなさい。」

15モーセは山に上り、雲が山を覆った。
16主の栄光がシナイ山の上にとどまり、雲は六日
間山を覆った。七日目に、主は雲の真ん中からモー
セを呼ばれた。

17主の栄光の姿は、イスラエルの子らの目には、
山の頂にある焼き尽くす火のようであった。

18モーセは雲の真ん中に入り、山に上って行っ
た。モーセは四十日四十夜、山にいた。

25
1主はモーセに語って言われた。
2「イスラエルの子らに、わたしのためにささ

げ物を持って来るように言いなさい。心から喜んで
ささげるすべての人から、わたしのためのささ
げ物を受け取りなさい。

3あなたがたが彼らから受け取るべきささ
げ物は、次の通りである。金、銀、青銅、

4青色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻
布、山羊の毛、

5赤く染めた雄羊の皮、ジュゴンの皮*、アカシア
の木、

6灯火のための油、注ぎ油と香りのよい香のため
の香料、

* 25:5 25:5あるいは、上質な革。
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7縞めのう、そしてエポデや胸当てにはめ込むた
めの宝石である。

8わたしが彼らの間に住むために、彼らにわたし
のための聖所を造らせなさい。

9わたしがあなたに示す幕屋の型、およびそのす
べての器具の型に従って、あなたがたはそれを造ら
なければならない。

10彼らはアカシアの木で箱を造らなければならな
い。その長さは二・五キュビト†、幅は一・五キュ
ビト、高さは一・五キュビトとする。

11あなたはそれに純金をかぶせなければならな
い。内側と外側にそれをかぶせ、その周り
に金の飾り縁を造りなさい。

12そのために四つの金の環を鋳造し、その四つ
の足に取り付けなさい。一方の側に二つの環、も
う一方の側にも二つの環を取り付ける。

13アカシアの木で横木を造り、それに金をかぶせ
なさい。

14その横木を箱の側面の環に通し、それ
で箱を担げるようにしなさい。

15横木は箱の環に挿したままにしておき、そこか
ら外してはならない。

16わたしがあなたに与えるあかしを、
箱の中に納めなければならない。

17純金で贖いの座を造りなさい。その長さ
は二・五キュビト、幅は一・五キュビトとする。

18打ち出し細工の金で、二つのケルビムを造りな
さい。贖いの座の両端にそれらを造りなさい。

19一つのケルブを一方の端に、もう一つのケルブ
をもう一方の端に造りなさい。ケルビムを贖い

† 25:10 25:10一キュビトは、大人の腕の中指の先から肘までの長さで、約18インチ、すなわち約46センチメートルである。
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の座の両端に、座と一体にして造らなければならな
い。

20ケルビムはその翼を上に向けて広げ、そ
の翼で贖いの座を覆うようにし、互いに顔を向か
い合わせる。ケルビムの顔は贖いの座の方に向けら
れなければならない。

21その贖いの座を箱の上に置き、箱の中にはわた
しがあなたに与えるあかしを納めなさい。

22そこでわたしはあなたと会い、贖いの座の上か
ら、すなわちあかしの箱の上にある二つのケルビム
の間から、イスラエルの子らのためにあなたに命じ
るすべてのことを語る。

23アカシアの木で机を造りなさい。その長さ
は二キュビト、幅は一キュビト、高さは一・五キュ
ビトとする。

24それに純金をかぶせ、その周り
に金の飾り縁を造りなさい。

25その周りに手の幅の枠を造り、その枠の周りに
も金の飾り縁を造りなさい。

26そのために四つの金の環を造り、四つの足にあ
る四隅にその環を取り付けなさい。

27机を担ぐ横木を通す場所として、環は枠の近く
になければならない。

28アカシアの木で横木を造り、それに金をかぶせ
なさい。それで机が担がれるためである。

29注ぎのささげ物を注ぐための皿、さじ、水
差し、鉢を造りなさい。それらは純金で造らなけれ
ばならない。

30常にわたしの前の机の上に、供えのパンを置き
なさい。

31純金で燭台を造りなさい。燭台は打ち出し細
工で造らなければならない。その台座、支
柱、杯、節、花は、それと一体でなければならな
い。
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32その側面からは六つの枝を出させる。すなわ
ち、一方の側から燭台の三つの枝を出し、もう一
方の側から燭台の三つの枝を出す。

33一つの枝にはアーモンドの花のような三つ
の杯、節、花を造り、もう一つの枝にもアーモンド
の花のような三つの杯、節、花を造る。燭台か
ら出ている六つの枝をそのようにする。

34燭台の支柱には、アーモンドの花のような四つ
の杯、節、花を造る。

35燭台から出ている六つの枝のために、それと一
体の二つの枝の下に一つの節、それと一
体の他の二つの枝の下に一つの節、それと一体のさ
らに他の二つの枝の下に一つの節を造る。

36それらの節と枝は燭台と一体とし、その全
体を一つの純金の打ち出し細工としなさい。

37燭台の七つのともしびを造りなさい。人々がそ
のともしびに火をともし、その前の空間を照らすよ
うにする。

38その芯切りばさみも芯取り皿も純金とする。
39これらのすべての器具を含めて、一タラン

ト‡の純金でこれを造らなければならない。
40あなたが山で示された型通りにこれらを造るよ

うに、注意しなさい。

26
1さらに、撚り糸で織った亜麻布、青色、紫
色、緋色の糸で、ケルビムを織り出した十
枚の幕で幕屋を造りなさい。それらは熟練した職
人の細工として造らなければならない。
‡ 25:39 25:39一タラントは約30キログラム、すなわち66ポンド、あるいは965トロイオンスである。
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2それぞれの幕の長さは二十八キュビト*、
幅は四キュビトとする。すべての幕を同じ寸法にし
なければならない。

3五枚の幕を互いにつなぎ合わせ、もう五
枚の幕も互いにつなぎ合わせる。

4つなぎ合わせた一
方の幕の端に青い糸で輪を作り、もう一つのつな
ぎ合わせた幕の外側の端にも同じようにする。

5一方の幕に五十の輪を作り、もう一つのつな
ぎ合わせた幕の端にも五十の輪を作る。輪は互い
に向かい合うようにする。

6五十の金の留め金を造り、そ
の留め金で幕を互いにつなぎ合わせる。こうして幕
屋は一つとなる。

7幕屋の上に掛ける天幕として、山
羊の毛で幕を造りなさい。十一枚の幕を造らなけれ
ばならない。

8それぞれの幕の長さは三十キュビト、幅は四キ
ュビトとする。十一枚の幕を同じ寸法にしなければ
ならない。

9五枚の幕を一つにつなぎ合わせ、六
枚の幕を一つにつなぎ合わせる。そして六枚
目の幕を天幕の前面で折り返す。

10つなぎ合わせた一方の外側の幕の端に五
十の輪を作り、もう一つのつなぎ合わせた幕の外
側の端にも五十の輪を作る。

11五十の青銅の留め金を造り、その留め金を輪に
はめ込んで、天幕を一つにつなぎ合わせる。

12天幕の幕の余った垂れ下がった部分、すなわ
ち余った半分の幕は、幕屋の背面に垂れ下がるよう
にする。
* 26:2 26:2一キュビトは、大人の腕の中指の先から肘までの長さで、約18インチ、すなわち約46センチメートルである。
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13天幕の幕の長さに余る部分は、一方の側で一キ
ュビト、もう一方の側で一キュビト、幕屋の両
側に垂れ下がるようにして、それを覆う。

14天幕のために、赤く染めた雄羊の皮の覆い
を造り、その上にジュゴンの皮の覆いを造りなさ
い。

15幕屋のためにアカシアの木で板を造り、直立さ
せなさい。

16板の長さは十キュビト、それぞれ
の板の幅は一・五キュビトとする。

17それぞれの板には、互いに合うように二つのほ
ぞを造る。幕屋のすべての板をこのように造らなけ
ればならない。

18南側に向かう幕屋のために二十枚の板を造りな
さい。

19その二十枚の板の下に四十の銀の台
座を造る。すなわち、一枚の板の二つのほぞ
の下に二つの台座、もう一枚の板の二つのほぞ
の下にも二つの台座を置く。

20幕屋のもう一方の側、すなわち北側にも二十
枚の板を造り、

21それらの四十の銀の台座を造る。すなわち、一
枚の板の下に二つの台座、もう一枚の板の下に
も二つの台座を置く。

22幕屋の奥、すなわち西側のために六
枚の板を造りなさい。

23幕屋の奥の両隅のために二枚の板を造りなさ
い。

24これらは下で二重になり、同じように頂部で
も一つの環に向けて一つとなるようにする。これ
ら二枚ともそのようにし、二つの隅のためのものと
する。

25八枚の板と、その銀の台座は十六の台座とな
る。一枚の板の下に二つの台座、もう一
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枚の板の下にも二つの台座を置く。
26アカシアの木で横木を造りなさい。幕屋の一
方の側の板のために五本、

27幕屋のもう一方の側の板のために五本の横木、
そして幕屋の奥、すなわち西側の板のために五
本の横木を造る。

28板の真ん中を通る中央の横木は、端から端ま
で通るようにする。

29板には金をかぶせ、横木を通す場所とし
て金の環を造りなさい。横木にも金をかぶせなさ
い。

30あなたが山で示された方法に従って幕屋を建て
なさい。

31青色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻
布で垂れ幕を造りなさい。それにケルビムを熟練し
た職人の細工として織り出さなければならない。

32金をかぶせたアカシアの木の四本の柱にそれ
を掛けなさい。その掛け釘は金とし、四つの銀の台
座の上に立てる。

33その垂れ幕を留め金の下に掛け、そこに、
垂れ幕の内側にあかしの箱を運び入れなさい。
垂れ幕はあなたがたのために聖所と至聖所とを分け
るものとなる。

34至聖所にあるあかしの箱の上に贖いの座を置き
なさい。

35垂れ幕の外側に机を置き、机の向かい側、すな
わち幕屋の南側に燭台を置く。机は北側に置かなけ
ればならない。

36天幕の入り口のために、青色、紫色、緋
色の糸、撚り糸で織った亜麻布で、刺繍をす
る者の細工による幕を造りなさい。

37その幕のためにアカシアの木で五
本の柱を造り、それに金をかぶせる。そ
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の掛け釘は金とする。柱のために五つの青銅の台
座を鋳造しなさい。

27
1アカシアの木で祭壇を造りなさい。長さは五キ

ュビト*、幅は五キュビトとする。祭壇は四角形で
なければならない。その高さは三キュビト†とす
る。

2その四隅に角を造りなさい。その角は祭壇と一
体でなければならない。それに青銅をかぶせなさ
い。

3灰を取り除くための壺、十能、鉢、肉刺し、火
皿を造りなさい。その器具はすべて青銅で造らなけ
ればならない。

4そのために青銅の網目細工の格子を造りなさ
い。その格子の四隅に四つの青銅の環を造る。

5それを祭壇の出っ張りの下、すなわち下
部に取り付け、格子が祭壇の半分の高さに届くよう
にする。

6祭壇のために横木を、すなわちアカシア
の木で横木を造り、それに青銅をかぶせなさい。

7横木は環に通される。祭壇を担ぐ時、横木は祭
壇の両側にあるようにする。

8祭壇は板で空洞に造りなさい。山で示され
た通りに、彼らはそれを造らなければならない。

9幕屋の庭を造りなさい。南側に向かう片側のた
めに、撚り糸で織った亜麻布の庭の幕を設けなさ
い。長さは百キュビトとする。

10その二十本の柱と二十の台座は青銅とする。
柱の掛け釘と帯飾りは銀とする。
* 27:1 27:1一キュビトは、大人の腕の中指の先から肘までの長さで、約18インチ、すなわち約46センチメートルである。
† 27:1 27:1祭壇は約2.3×2.3×1.4メートル、あるいは約7.5×7.5×4.5フィートであった。
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11北側についても同様に、その長さに沿って百キ
ュビトの幕を設ける。その二十本の柱と二十の台
座は青銅とする。柱の掛け釘と帯飾りは銀とする。

12西側の庭の幅については、五十キュビト
の幕を設ける。その柱は十本、台座は十とする。

13東に向かう東側の庭の幅は五十キュビトとす
る。

14入り口の一方の側の幕は十五キュビト、そ
の柱は三本、台座は三つとする。

15もう一方の側の幕も十五キュビト、その柱は三
本、台座は三つとする。

16庭の入り口のためには、青色、紫色、緋
色の糸、撚り糸で織った亜麻布で、刺繍をす
る者の細工による二十キュビトの幕を設ける。そ
の柱は四本、台座は四つとする。

17庭の周囲のすべての柱には銀の帯飾り
を付け、その掛け釘は銀、台座は青銅とする。

18庭の長さは百キュビト、幅は全体にわたって五
十キュビト、高さは五キュビトとする。
幕は撚り糸で織った亜麻布とし、その台座は青銅と
する。

19すべての奉仕に用いる幕屋のすべての器具、そ
のすべての釘、および庭のすべての釘は青銅としな
さい。

20イスラエルの子らに命じて、ともしびのため
に、ついて搾った純粋なオリーブ油をあなたのとこ
ろに持って来させ、ともしびが常にともっているよ
うにしなさい。

21会見の天幕の中、契約の前にある垂れ幕の外
側で、アロンとその子らは夕方から朝まで、
主の前でこれを整えなければならない。これはイス
ラエルの子らのために、彼らの代々にわたる永
遠の掟である。
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28
1あなたの兄弟アロンと、その子ら

を彼と共に、イスラエルの子らの中からあなた
の近くに呼び寄せ、祭司としてわたしに仕えさせな
さい。すなわち、アロンと、アロンの子らであるナ
ダブ、アビフ、エルアザル、イタマルである。

2栄光と美しさのために、あなたの兄弟アロンの
ために聖なる衣服を造りなさい。

3わたしが知恵の霊で満たした、心に知恵のある
すべての人々に語りなさい。彼らがアロンを聖別す
るために衣服を造り、彼が祭司としてわたしに仕え
ることができるようにするためである。

4彼らが造るべき衣服は次の通りである。胸
当て、エポデ、上着、織り模様の長服、ターバン、
飾り帯である。あなたの兄弟アロンとその子らが、
祭司としてわたしに仕えることができるように、
彼らは聖なる衣服を造らなければならない。

5彼らは金、青色、紫色、緋色の糸、および亜麻
布を用いなければならない。

6熟練した職人の細工として、金、青色、紫
色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻布でエポデ
を造らなければならない。

7それが一つにつながるように、両端につな
ぎ合わせた二つの肩ひもを付けなければならない。

8エポデの上にある巧みに織られた帯は、同じよ
うな細工で、それと一体にしなさい。すなわち、
金、青色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻
布で作る。

9二つの縞めのうを取り、その上にイスラエル
の子らの名前を彫りなさい。

10一方の石に彼らの名前を六つ、もう一
方の石に残りの六つの名前を、生まれた順に彫りな
さい。
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11石の彫刻師の細工のように、印章を彫るように
して、イスラエルの子らの名前に従って二つ
の石を彫りなさい。それらを金の枠にはめ込ん
で造らなければならない。

12その二つの石をエポデの肩ひもに付け、イスラ
エルの子らのための記念の石としなさい。アロン
は彼らの名前を主の前の両肩に負い、記念とする。

13金の枠を造りなさい。
14純金で二つの鎖を造りなさい。撚り合わせ

た編んだひものように造らなければならない。そ
の編んだ鎖を枠に取り付けなさい。

15熟練した職人の細工として、さばきの胸当て
を造りなさい。エポデの細工と同じように造らなけ
ればならない。金、青色、紫色、緋
色の糸、撚り糸で織った亜麻布で造らなければなら
ない。

16それは四角形で、二つ折りにしなければならな
い。長さは一スパン*、幅も一スパンとする。

17その中に石をはめ込み、四列の石を並べなさ
い。第一列はルビー、トパーズ、緑柱石の列としな
さい。

18第二列はトルコ石、サファイア†、エメラルド
とする。

19第三列はヒヤシンス石、めのう、紫水晶とす
る。

20第四列はクリソライト、縞めのう、碧玉とす
る。これらは金の枠にはめ込まれなければならな
い。

21石はイスラエルの子らの名前に従って十二と
し、彼らの名前に従うものとする。印章を彫るよう

* 28:16 28:16一スパンは、大人の手が広げられた時の親指の先から小指の先までの長さである（約半キュビト、すなわち9インチ、あるいは22.8センチメートル）。
† 28:18 28:18あるいは、ラピスラズリ。
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に、十二部族のために、それぞれ名前に従って彫ら
なければならない。

22胸当ての上に、純金で撚り合わせた編んだひも
のような鎖を造りなさい。

23胸当ての上に二つの金の環を造り、その二つ
の環を胸当ての両端に取り付けなさい。

24その二つの金の編んだ鎖を、胸当ての端にあ
る二つの環に通しなさい。

25二つの編んだ鎖の他の二つの端を、二つ
の枠に取り付け、それをエポデの前面の肩ひも
に取り付けなさい。

26二つの金の環を造り、胸当ての両端、すなわ
ち内側のエポデに向いている側の縁にそれ
を取り付けなさい。

27二つの金の環を造り、それをエポデの二つ
の肩ひもの下部、前面のつなぎ目の近く、エポデ
の巧みに織られた帯の上に取り付けなさい。

28胸当ての環とエポデの環を青いひもで結びつ
け、胸当てがエポデの巧みに織られた帯の上にあ
り、エポデからずれないようにしなければならな
い。

29アロンが聖所に入る時、主の前で常に記念とす
るために、さばきの胸当てにあるイスラエルの子ら
の名前を心の上に負わなければならない。

30さばきの胸当ての中に、ウリムとトンミム
を入れなさい。アロンが主の前に進み出る時、それ
らがアロンの心の上にあるようにする。アロン
は常に主の前で、イスラエルの子らのさばき
を心の上に負わなければならない。

31エポデの上着を、すべて青色で造りなさい。
32その真ん中には頭を通す穴を空ける。そ

の穴の周囲には、よろいの穴のように、それが裂け
ないように織物の縁取りを設けなければならない。
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33その裾の周囲には、青色、紫色、緋色の糸でざ
くろを造り、その裾の周囲に置き、それら
の間に金の鈴を配置しなさい。

34上着の裾の周囲に、金の鈴とざくろ、金の鈴と
ざくろを交互に配置する。

35アロンは仕える時にそれを着なければならな
い。彼が主の前の聖所に入る時、またそこか
ら出る時にその音が聞こえ、彼が死なないためであ
る。

36純金の札を造り、印章を彫るように、そ
の上に『主に聖なるもの』と彫りなさい。

37それを青いひもに付け、飾り帯の上にくるよう
にしなさい。それは飾り帯の前面になければならな
い。

38それはアロンの額の上になければならない。ア
ロンは、イスラエルの子らがすべての聖なるささ
げ物として聖別する、聖なる物に関わ
る咎を負う。それが常に彼の額の上にあることで、
彼らは主の前に受け入れられる。

39亜麻布で長服を織りなさい。亜麻布でターバン
を造りなさい。刺繍をする者の細工によ
る飾り帯を造りなさい。

40アロンの子らのために長服を造りなさい。彼ら
のために飾り帯を造りなさい。栄光と美しさのため
に、彼らのために頭帯を造りなさい。

41あなたの兄弟アロンと、彼と共にいるその子ら
にこれらを着せ、彼らに油を注ぎ、彼らを任職し、
聖別して、祭司としてわたしに仕えさせなさい。

42裸の肉を覆うために、彼らに亜麻布のももひき
を造りなさい。それは腰から太ももにまで届くもの
でなければならない。

43アロンとその子らが会見の天幕に入る時、ある
いは聖所で仕えるために祭壇に近づく時、彼らはこ
れを身に着けなければならない。彼らが咎を負っ
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て死なないためである。これは、彼と彼の後の子
孫に対する永遠の掟である。

29
1「彼らが祭司としてわたしに仕えるために、
彼らを聖なるものとするため、あなたが彼らになす
べき事は次の通りである。若い雄牛一頭と、傷のな
い雄羊二匹を取りなさい。

2種なしパン、油を混ぜた種なしの菓
子、油を塗った種なしの薄焼きパンを取りなさ
い。あなたは上質な小麦粉でそれらを造らなければ
ならない。

3それらを一つの籠に入れ、その籠に入れて、雄
牛と二匹の雄羊と共に持って来なさい。

4あなたはアロンとその子らを会見の天
幕の入り口に連れて行き、水で彼らを洗わなければ
ならない。

5衣服を取り、アロンに長服、エポデの上着、エ
ポデ、胸当てを着せ、エポデの巧みに織られ
た帯を締めなさい。

6彼の頭にターバンをかぶせ、ターバン
の上に聖なる冠を置きなさい。

7そして注ぎ油を取り、彼の頭に注いで、
彼に油を注ぎなさい。

8息子たちを連れて来て、彼らに長服を着せなさ
い。

9アロンとその子らに飾り帯を締め、彼らに頭
帯を結びつけなさい。永遠の掟によって、祭
司の職は彼らのものとなる。あなたはアロンとそ
の子らを任職しなければならない。

10あなたは雄牛を会見の天幕の前に連れて来なさ
い。アロンとその子らはその雄牛の頭に手を置かな
ければならない。
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11あなたは会見の天幕の入り口で、主の前でそ
の雄牛を屠らなければならない。

12雄牛の血の一部を取り、あなたの指で祭
壇の角に塗り、すべての血を祭壇の土台に注ぎ出さ
なければならない。

13内臓を覆うすべての脂肪、肝臓の覆い、二つ
の腎臓とそれについている脂肪を取り、祭
壇の上で焼かなければならない。

14しかし、雄牛の肉、その皮、その糞は、陣
営の外で火で焼かなければならない。これは罪のい
けにえである。

15また、一匹の雄羊を取り、アロンとその子らは
その雄羊の頭に手を置かなければならない。

16あなたはその雄羊を屠り、その血を取って祭
壇の周囲に振りかけなければならない。

17その雄羊を切り分け、その内臓と足を洗い、
切り分けた肉や頭と一緒に置きなさい。

18その雄羊のすべてを祭壇の上で焼かなければな
らない。これは主への全焼のいけにえである。それ
は心地よい香り、主への火によるささげ物である。

19もう一匹の雄羊を取り、アロンとその子らはそ
の雄羊の頭に手を置かなければならない。

20そしてあなたはその雄羊を屠り、その血の一
部を取り、アロンの右の耳たぶ、その子ら
の右の耳たぶ、彼らの右手の親指、右足の親
指に塗り、その血を祭壇の周囲に振りかけなければ
ならない。

21祭壇の上にある血と注ぎ油の一部を取って、ア
ロンとその衣服、および彼と共にいるその子らとそ
の衣服に振りかけなさい。そうすれば彼とその衣
服、および彼と共にいるその子らとその衣服は聖な
るものとなる。
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22また、その雄羊の脂肪、脂尾、内臓を覆う脂
肪、肝臓の覆い、二つの腎臓、それについている脂
肪、右のももを取りなさい（それは任職の雄羊だか
らである）。

23さらに、主の前にある種なしパンの籠から、パ
ンの塊一つ、油を塗ったパンの菓子一つ、薄焼きパ
ン一つを取りなさい。

24あなたはこれらすべてをアロンの手と、そ
の子らの手に乗せ、揺り動かすささげ物とし
て主の前に揺り動かさなければならない。

25あなたはそれらを彼らの手から取り、祭
壇の上で全焼のいけにえの上で焼きなさい。これ
は主の前の心地よい香り、主への火によるささ
げ物である。

26アロンの任職の雄羊の胸を取り、揺り動かすさ
さげ物として主の前に揺り動かさなければならな
い。これがあなたの分となる。

27あなたは揺り動かされたささげ物の胸と、
持ち上げられたささげ物のももを聖別しなければな
らない。それは任職の雄羊のものであり、アロンの
ためのもの、その子らのためのものである。

28これは永遠の分として、イスラエルの子らから
アロンとその子らに与えられるものである。それ
は持ち上げられたささげ物だからである。それはイ
スラエルの子らがささげる和解のいけにえの犠
牲の一部、すなわち主への持ち上げられたささ
げ物である。

29アロンの聖なる衣服は、彼の後の子らのための
ものとなり、彼らがそれを着て油を注がれ、それ
を着て任職される。

30息子の中で彼の代わりに祭司となる者が、聖
所で仕えるために会見の天幕に入る時、七日間それ
を着なければならない。
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31任職の雄羊を取り、その肉を聖なる場所で煮な
さい。

32アロンとその子らは、会見の天
幕の入り口で、その雄羊の肉と籠の中にあるパン
を食べなければならない。

33彼らは任職と聖別のために贖罪がなされたこれ
らのものを食べなければならない。しかし、
他の人はそれを食べてはならない。それらは聖なる
ものだからである。

34もし任職の肉やパンが朝まで残ったなら、そ
の残りを火で焼き尽くさなければならない。それ
は聖なるものなので、食べてはならない。

35あなたは、わたしがあなたに命じたすべて
に従って、アロンとその子らにそのようにしなけれ
ばならない。あなたは七日間かけて彼らを任職しな
ければならない。

36あなたは毎日、贖罪のための罪のいけにえの雄
牛をささげなければならない。祭壇のために贖罪を
する時、あなたはそれをきよめなければならな
い。またそれに油を注いで聖別しなければならな
い。

37七日間、祭壇のために贖罪をし、それを聖別し
なさい。そうすれば祭壇は最も聖なるものとなる。
祭壇に触れるものはみな聖なるものとなる。

38あなたが祭壇の上にささげるべきもの
は次の通りである。一歳の小羊二匹を、毎日絶えず
ささげる。

39一匹の小羊は朝にささげ、もう一匹の小羊は夕
暮れにささげなければならない。

40一匹の小羊と共に、一エファ*の十分の一の上
* 29:40 29:401エファは約22リットル、あるいは約3分の2ブッシェルである。
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質な小麦粉に、一ヒン†の四分の一のついて搾っ
た油を混ぜたものと、注ぎのささげ物として一ヒン
の四分の一のぶどう酒をささげる。

41もう一匹の小羊は夕暮れにささげ、朝の穀物の
ささげ物と注ぎのささげ物と同様にしなさい。心
地よい香り、主への火によるささげ物である。

42これが、あなたがたの代々にわたり、会見の天
幕の入り口、主の前で絶えずささげられる全焼のい
けにえとなる。そこでわたしはあなたがた
と会い、そこであなたに語る。

43そこでわたしはイスラエルの子らと会う。そ
の場所はわたしの栄光によって聖別される。

44わたしは会見の天幕と祭壇を聖別する。わたし
はまた、アロンとその子らを聖別し、祭司としてわ
たしに仕えさせる。

45わたしはイスラエルの子らの間に住み、彼ら
の神となる。

46彼らは、わたしが彼らの間に住むために、エジ
プトの地から彼らを導き出した、彼らの神、主であ
ることを知るであろう。わたしは彼らの神、主であ
る。

30
1香をたくための祭壇を造りなさい。アカシア

の木でそれを造らなければならない。
2その長さは一キュビト*、その幅は一キュビトと

する。それは四角形であり、その高さは二キュビト
とする。その角は祭壇と一体でなければならない。
† 29:40 29:401ヒンは約6.5リットル、すなわち1.7ガロンである。したがって、1ヒンの四分の一は約1.6リットルである。
* 30:2 30:2一キュビトは、大人の腕の中指の先から肘までの長さで、約18インチ、すなわち約46センチメートルである。
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3その上面、周囲の側面、およびその角に純金を
かぶせなさい。そしてその周囲に金の飾り縁を造り
なさい。

4その飾り縁の下に二つの金の環を造りなさ
い。その両側の側面にそれを造らなければならな
い。それらは祭壇を担ぐための横木を通す場所とな
る。

5アカシアの木で横木を造り、それに金をかぶせ
なさい。

6あかしの箱のそばにある垂れ幕の手前、わたし
があなたと会うあかしの上にある贖いの座の前にそ
れを置きなさい。

7アロンは毎朝、その上で香りのよい香をたかな
ければならない。彼がともしびを整える時、それを
たかなければならない。

8夕暮れにアロンがともしびをともす時、彼はそ
れをたかなければならない。これは、あなたがた
の代々にわたり、主の前で絶えずたく香である。

9あなたがたは、その上で異なった香をたいた
り、全焼のいけにえや穀物のささげ物をささげたり
してはならない。また、その上に注ぎのささ
げ物を注いではならない。

10アロンは年に一度、その角の上で贖罪をしなけ
ればならない。年に一度、贖罪のための罪のいけに
えの血をもって、あなたがたの代々にわたり、そ
の祭壇のために贖罪をしなければならない。それ
は主にとって最も聖なるものである。」

11主はモーセに語って言われた。
12「あなたがイスラエルの子らの人口調査をし

て、数えられる者たちを数える時、彼らを数えるに
あたり、各人は自分の魂のあがない金を主に納めな
ければならない。これは、あなたが彼らを数え
る時に、彼らの中に疫病が起こらないためである。
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13数えられる者たちの中に加わる者は皆、聖所の
シェケル†に従って半シェケルを納めなければなら
ない（一シェケルは二十ゲラ‡である）。半シェケ
ルが主へのささげ物となる。

14数えられる者たちの中に加わる二十歳以
上の者は皆、主へのささげ物を納めなければならな
い。

15あなたがたの魂のために贖罪をするため、主へ
のささげ物を納める時、富んでいる者が半シェケル
よりも多く納めてはならず、貧しい者が少なく納め
てもならない。

16あなたはイスラエルの子らから贖
罪の銀を受け取り、それを会見の天幕の奉仕に当て
なさい。それはあなたがたの魂のために贖罪をする
ため、主の御前でイスラエルの子らのための記念と
なる。」

17主はモーセに語って言われた。
18「洗うための青銅の洗盤と、青銅のそ

の台を造りなさい。それを会見の天幕と祭
壇の間に置き、その中に水を入れなさい。

19アロンとその子らは、それで手と足を洗わなけ
ればならない。

20彼らが会見の天幕に入る時、死なないよう
に水で洗わなければならない。あるいは、奉仕のた
めに祭壇に近づき、主への火によるささ
げ物を焼く時にもそうである。

21死なないために、彼らは手と足を洗わなければ
ならない。これは彼らに対する、すなわち彼とそ
の後の代々の彼の子孫に対する永遠の掟となる。」

22さらに主はモーセに語って言われた。
† 30:13 30:13一シェケルは約10グラム、あるいは約0.35オンスである。
‡ 30:13 30:13一ゲラは約0.5グラム、あるいは約7.7グレーンである。
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23「また、最上の香料を取りなさい。液体の没
薬を五百シェケル§、香りのよい肉桂をその半
分の二百五十、香りのよい菖蒲を二百五十、

24桂皮を聖所のシェケルに従って五百、そしてオ
リーブ油を一ヒン*取りなさい。

25あなたは香料作りの技法に従って調合した香
料の、聖なる注ぎ油を造りなさい。それは聖な
る注ぎ油となる。

26これを用いて、会見の天幕、あかしの箱、
27机とそのすべての器具、燭台とその付属
物、香の祭壇、

28全焼のいけにえの祭壇とそのすべての器具、洗
盤とその台に油を注ぎなさい。

29それらを聖別し、最も聖なるものとしなさ
い。それに触れるものはみな聖なるものとなる。

30アロンとその子らに油を注いで聖別し、祭司と
してわたしに仕えさせなさい。

31あなたはイスラエルの子らに語って言いなさ
い。『これはあなたがたの代々にわたり、わたしに
とって聖なる注ぎ油となる。

32人の肉の上にこれを注いではならない。また、
同じ調合でこれと似たものを造ってもならない。こ
れは聖なるものである。あなたがたにとって聖なる
ものとしなければならない。

33これに似たものを調合する者、あるいはこれ
を一般の人に塗る者はみな、その民から断ち切られ
る。』」

34主はモーセに言われた。「香料を取りなさい。
樹脂、オニカ、ガルバヌム、これらの香料と純
§ 30:23 30:23一シェケルは約10グラム、すなわち約0.35オンスである。したがって500シェケルは約5キログラム、すなわち約11ポンドである。
* 30:24 30:24 1ヒンは約6.5リットル、あるいは1.7ガロンである。
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粋な乳香である。それぞれ同量とする。
35香料作りの技法に従って、塩を混ぜた、純
粋で聖なる香を造りなさい。

36その一部を細かく砕き、それを会見の天
幕の中の契約の前に置きなさい。そこでわたしはあ
なたと会う。それはあなたがたにとって最も聖なる
ものとなる。

37あなたがたが造るこの香は、同じ調合で自分た
ちのために造ってはならない。それは主のため
に聖なるものとしなければならない。

38香りを楽しむためにこれに似たものを造る者は
みな、その民から断ち切られる。」

31
1主はモーセに語って言われた。
2「見よ、わたしはユダ部族のフルの子であるウ

リの子ベツァルエルを名指しで呼んだ。
3わたしは彼を神の霊で満たし、知恵と英知と知
識とあらゆる種類の職人の技を与えた。

4それは、巧みな意匠を考案し、金、銀、青
銅で細工をし、

5はめ込み用の石を切り、木を彫り、あらゆる種
類の職人の技で仕事をするためである。

6見よ、わたし自身が、ダン部族のアヒサマク
の子オホリアブを彼と共に任命した。わたし
は心に知恵のあるすべての者の心に知恵を授け
た。それは彼らが、わたしがあなたに命じたすべて
のものを造るためである。

7すなわち、会見の天幕、あかしの箱、その上に
ある贖いの座、天幕のすべての器具、

8机とその器具、純金の燭台とそのすべての器
具、香の祭壇、
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9全焼のいけにえの祭壇とそのすべての器具、洗
盤とその台、

10精巧に織られた衣服、すなわち祭司アロンのた
めの聖なる衣服と、その子らが祭司として仕えるた
めの衣服、

11注ぎ油、聖所のための香りのよい香である。わ
たしがあなたに命じたすべてに従って、彼らは造ら
なければならない。」

12主はモーセに語って言われた。
13「イスラエルの子らに語って言いなさい。『あ

なたがたは必ずわたしの安息日を守らなければなら
ない。それは、わたしとあなたがたとの間の、代々
にわたるしるしであり、わたしがあなたがたを聖
別する主であることを、あなたがたが知るためであ
る。

14それゆえ、あなたがたは安息日を守らなければ
ならない。それはあなたがたにとって聖なるものだ
からである。これを汚す者は必ず死刑に処せられ
る。その日に仕事をする者はみな、その民の中か
ら魂が断ち切られるからである。

15六日間は仕事をしてもよい。しかし七日
目は全き休みの安息日であり、主に対して聖な
る日である。安息日に仕事をする者は、必ず死
刑に処せられる。

16だからイスラエルの子らは安息日を守り、代々
にわたって永遠の契約として安息日を遵守しなけれ
ばならない。

17これはわたしとイスラエルの子らとの間の永
遠のしるしである。主は六日間で天と地を造り、七
日目に休んで、息をつかれたからである。』」

18神はシナイ山でモーセと語り終えられた時、あ
かしの板二枚、すなわち神の指で書かれた石の板を
モーセに与えられた。



出エジプト記 32:1 xcii 出エジプト記 32:8

32
1民は、モーセが山から下りて来るのが遅いの

を見ると、アロンのもとに集まって彼に言った。
「さあ、私たちのために、私たちの先頭に立っ
て行く神々を造ってください。私たちをエジプト
の地から導き上ったあのモーセという人が、どうな
ってしまったのか分からないからです。」

2アロンは彼らに言った。「あなたがたの妻や息
子、娘たちの耳にある金の環を外し、私のところ
に持って来なさい。」

3民は皆、自分たちの耳にある金の環を外し、ア
ロンのところに持って来た。

4アロンは彼らが渡したものを受け取り、彫刻
具でそれを形作り、鋳造した子牛を造った。する
と彼らは言った。「イスラエルよ、これがあなたを
エジプトの地から導き上った、あなたの神々であ
る。」

5アロンはこれを見て、その前に祭壇を築い
た。アロンは布告して、「明日は主への祭りであ
る」と言った。

6彼らは翌日早く起き、全焼のいけにえをささ
げ、和解のいけにえを持って来た。民は座っ
て飲み食いし、立ち上がって遊んだ。

7主はモーセに言われた。「行け、下り
て行け。あなたがエジプトの地から導き上ったあな
たの民は堕落してしまったからだ。

8彼らは、わたしが彼らに命じた道から早く
も外れてしまった。彼らは自分たちのために鋳造し
た子牛を造り、それを拝み、それにいけにえをささ
げて、『イスラエルよ、これがあなたをエジプト
の地から導き上った、あなたの神々である』と言っ
ている。」



出エジプト記 32:9 xciii 出エジプト記 32:17

9主はモーセに言われた。「わたしはこ
の民を見た。見よ、彼らはうなじの固い民である。

10だから今、わたしを放っておけ。わたしの怒り
が彼らに向かって燃え上がり、彼らを滅ぼし尽くす
ためである。そしてわたしはあなたを大いなる国
民とする。」

11モーセは彼の神、主に懇願して言った。
「主よ、なぜあなたの怒りが、大いなる力と力
強い手によってエジプトの地から導き出されたあな
たの民に向かって燃え上がるのですか。

12なぜエジプト人に『神は彼らを山々で殺し、
地の面から滅ぼし尽くすという、災いのために彼ら
を導き出したのだ』と言わせるのですか。あなた
の激しい怒りをおさめ、あなたの民に対するこ
の災いを思い直してください。

13あなたのしもべであるアブラハム、イサク、イ
スラエルを思い出してください。あなたはご自身に
かけて彼らに誓い、『わたしはあなたがたの子
孫*を空の星のように増やし、わたしが語ったこの
すべての地をあなたがたの子孫に与え、彼らはそれ
を永遠に受け継ぐであろう』と言われました。」

14それで主は、ご自分の民に下すと言われた災い
を思い直された。

15モーセは向き直り、あかしの板二枚を手に持っ
て山から下りた。その板は両面に字が書かれてい
た。片面にも、もう片面にも書かれていた。

16その板は神の作であり、その字は板に彫られ
た神の文字であった。

17ヨシュアは民が叫ぶ声を聞いて、モーセに言っ
た。「陣営に戦いの声がします。」
* 32:13 32:13あるいは、種。



出エジプト記 32:18 xciv 出エジプト記 32:26

18モーセは言った。「勝利を叫ぶ声ではない。敗
北を嘆く声でもない。私が聞くのは歌を歌う者たち
の声である。」

19彼は陣営に近づくとすぐに、子牛と踊り
を見た。するとモーセの怒りは激しく燃え上がり、
彼は手から板を投げつけ、山のふもとでそれを砕い
た。

20彼は彼らが造った子牛を取り、火で焼き、粉々
に砕き、それを水の上にまき散らし、イスラエル
の子らに飲ませた。

21モーセはアロンに言った。「この民があなた
に何をしたので、あなたは彼らに大きな罪をもたら
したのか。」

22アロンは言った。「我が主よ、怒りを燃やさな
いでください。この民が悪に傾いていることを、あ
なたはご存じです。

23彼らは私に言いました。『私たちのために、
私たちの先頭に立って行く神々を造ってください。
私たちをエジプトの地から導き上ったあのモーセと
いう人が、どうなってしまったのか分からないから
です。』

24私は彼らに言いました。『金を持ってい
る者は誰でもそれを外しなさい。』こうして彼らが
それを私に渡したので、私がそれを火に投げ入れる
と、この子牛が出てきたのです。」

25民が抑えがきかなくなっているのをモーセ
は見た。アロンが彼らの抑えを失わせ、敵の物笑い
の種にしてしまったからである。

26その時、モーセは陣営の入り口に立って言っ
た。「主の側につく者は誰でも、私のところに来な
さい！」
すると、レビのすべての子らが彼のもとに集まっ

た。



出エジプト記 32:27 xcv 出エジプト記 33:1

27彼は彼らに言った。「イスラエルの神、主はこ
う言われる。『各人は太ももに剣を帯び、陣
営の入り口から入り口へと行き巡り、各々が自
分の兄弟、各々が自分の友、各々が自分の隣
人を殺せ。』」

28レビの子らはモーセの言葉通りにした。そ
の日、民のうち約三千人が倒れた。

29モーセは言った。「今日、あなたがたは主のた
めに自らを聖別しなさい。各々が自分の息子や自
分の兄弟に逆らったからであり、今日主があなたが
たに祝福をお与えになるためである。」

30翌日、モーセは民に言った。「あなたがた
は大きな罪を犯した。今、私は主のもとに上っ
て行く。あるいは、あなたがたの罪のために贖罪が
できるかもしれない。」

31モーセは主のもとに戻って言った。「ああ、こ
の民は大きな罪を犯し、自分たちのために金の神々
を造りました。

32しかし今、もしあなたが彼らの罪を赦してくだ
さるのなら。――もしそうでないなら、どうかあな
たが書かれたあなたの書物から、私を消し去ってく
ださい。」

33主はモーセに言われた。「わたしに対し
て罪を犯した者は誰でも、わたしの書物か
ら消し去る。

34さあ行きなさい。わたしがあなたに語った場
所に民を導け。見よ、わたしの使いがあなた
の前を行く。しかし、わたしが罰する日には、わた
しは彼らの罪のために彼らを罰する。」

35主は民を打たれた。アロンが造った子牛に関し
て、彼らが行ったことのゆえである。

33
1主はモーセに言われた。「ここから出発し、



出エジプト記 33:2 xcvi 出エジプト記 33:9

上って行きなさい。あなたと、あなたがエジプト
の地から導き上った民と共に、わたしがアブラハ
ム、イサク、ヤコブに『あなたの子孫にそれを与え
る』と誓った地へ行きなさい。

2わたしはあなたの前に使いを遣わし、カナ
ン人、アモリ人、ヘト人、ペリジ人、ヒビ人、エブ
ス人を追い出す。

3乳と蜜の流れる地へ行きなさい。しかし、わた
しはあなたがたの間には上って行かない。あなたが
たはうなじの固い民であり、わたしが途中であなた
がたを滅ぼしてしまうかもしれないからである。」

4民はこの悪い知らせを聞いて嘆き悲しみ、だれ
も飾り物を身に着けなかった。

5主はモーセに言われていた。「イスラエル
の子らに言いなさい。『あなたがたはうなじ
の固い民である。もしわたしが一瞬でもあなたがた
の間に上って行けば、わたしはあなたがたを滅ぼし
てしまうだろう。だから今、飾り物を外しなさ
い。そうすれば、わたしがあなたがたに何をするか
を知ることになる。』」

6イスラエルの子らはホレブの山から先、自分た
ちの飾り物を外した。

7さて、モーセは天幕を取り、それを陣
営の外、陣営から遠く離れた所に張り、それを「会
見の天幕」と呼んでいた。主を求める者はみな、陣
営の外にある会見の天幕へ出て行った。

8モーセが天幕へ出て行く時は、民は皆立ち上が
り、それぞれ自分の天幕の入り口に立って、モーセ
が天幕に入るまで彼を見送った。

9モーセが天幕に入ると、雲の柱が降りてきて天
幕の入り口に立ち、主はモーセと語られた。



出エジプト記 33:10 xcvii 出エジプト記 33:17

10民は皆、雲の柱が天幕の入り口に立っているの
を見た。民は皆立ち上がり、それぞれ自分の天
幕の入り口で礼拝した。

11人が自分の友と語るように、主はモーセ
と顔と顔を合わせて語られた。彼は陣営に戻った
が、彼の従者であるヌンの子ヨシュアという若
者は、天幕から離れなかった。

12モーセは主に言った。「見よ、あなた
は私に『この民を導き上れ』と言われます。しか
し、誰を私と一緒に遣わすのかを知らせておられま
せん。しかもあなたは『わたしはあなたを名指し
で知っており、あなたもわたしの目に好意を得てい
る』と言われました。

13だから今、もし私があなたの目に好意を得てい
るなら、どうか今、私にあなたの道を示してくださ
い。私があなたを知り、あなたの目に好意を得るた
めです。そして、この国民があなたの民であること
を心に留めてください。」

14主は言われた。「わたしの臨在があなた
と共に行き、わたしはあなたに安息を与える。」

15モーセは主に言った。「もしあなたの臨
在が共に行かないなら、私たちをここから連れ上ら
ないでください。

16私とあなたの民が、あなたの目に好意を得てい
ることは、何によって知られるのでしょうか。あな
たが私たちと共に行ってくださることによってでは
ありませんか。そうして、私とあなたの民が、
地の面にあるすべての民から区別されるのです。」

17主はモーセに言われた。「あなたが語ったこ
の事も、わたしは行おう。あなたがわたしの目に好
意を得ており、わたしがあなたを名指しで知ってい
るからである。」



出エジプト記 33:18 xcviii 出エジプト記 34:4

18モーセは言った。「どうか、あなたの栄
光を私に見せてください。」

19主は言われた。「わたしは、わたしのすべて
の良きものをあなたの前に通り過ぎさせ、あなた
の前に主の名を宣言する。わたしは恵もうとす
る者を恵み、あわれもうとする者をあわれむ。」

20さらに言われた。「あなたはわたしの顔を見る
ことはできない。人はわたしを見て、なお生きてい
ることはできないからである。」

21主はさらに言われた。「見よ、わたしの傍ら
に一つの場所がある。あなたはその岩の上に立ちな
さい。

22わたしの栄光が通り過ぎる時、わたしはあなた
を岩の裂け目に入れ、わたしが通り過ぎるまでわた
しの手であなたを覆う。

23その後、わたしが手をのけるので、あなたはわ
たしの背を見るだろう。しかし、わたしの顔は見ら
れない。」

34
1主はモーセに言われた。「最初のよう

な石の板を二枚切り出しなさい。あなたが砕いた最
初の板にあった言葉を、わたしはそ
の板に書き記す。

2朝までに準備をし、朝、シナイ山に上り、
山の頂でわたしの前に立ちなさい。

3誰もあなたと一緒に上って来てはならず、山の
どこにも姿を見せてはならない。羊の群れ
も牛の群れも、その山の前で草をはませてはならな
い。」

4モーセは最初のような石の板を二枚切り出し
た。そしてモーセは朝早く起き、主が命じられ
た通りにシナイ山に上り、手に二枚の石の板を持っ
ていた。



出エジプト記 34:5 xcix 出エジプト記 34:13

5主は雲の中に降りてきて、そこ
で彼と共に立ち、主*の御名を宣言された。

6主は彼の前を通り過ぎ、宣言された。
「主、主、あわれみ深く恵み豊かな神、怒るの
に遅く、慈しみと真実に満ち、

7何千代にもわたって慈しみを保ち、咎と背き
と罪を赦す者。しかし、有罪の者を決して無罪とは
せず、父の咎を子に、子の子に、三代、四代にま
で報いる者。」

8モーセは急いで地に頭を下げて礼拝した。
9彼は言った。「主よ、もし今、私があなた

の目に好意を得ているなら、どうか主が私たち
の間を行かれますように。これはうなじの固い民で
すが、私たちの咎と罪を赦し、私たちをあなたの嗣
業としてください。」

10主は言われた。「見よ、わたしは契
約を結ぶ。あなたのすべての民の前で、全地におい
ても、どの国民においても今までなされたことのな
いような驚くべき事を行う。あなたの周囲にいるす
べての民は、主の業を見るであろう。わたしがあな
たと共に行うことは、恐るべきことだからである。

11今日わたしがあなたに命じることを守りなさ
い。見よ、わたしはアモリ人、カナン人、ヘト人、
ペリジ人、ヒビ人、エブス人をあなたの前か
ら追い出す。

12あなたがこれから入って行く地の住民と契
約を結ばないように気をつけなさい。それがあなた
がたの間で罠とならないためである。

13かえって、あなたがたは彼らの祭壇を壊し、
彼らの石の柱を打ち砕き、彼らのアシェラ

* 34:5 34:5すべて大文字の「主」または「神」はヘブル語のיהוה（ヤハウェ）から来ている。ただし、短い形のיה（ヤハ）から来ていると記されている場合を除く。



出エジプト記 34:14 c 出エジプト記 34:23

の木の柱を切り倒さなければならない。
14あなたは他の神を拝んではならない。主の御
名は『ねたみ』であり、ねたむ神だからである。

15その地の住民と契約を結んではならない。彼ら
がその神々を慕って淫行を行い、その神々にいけに
えをささげる時、誰かがあなたを招き、あなたがそ
のいけにえを食べるかもしれないからである。

16また、あなたが彼らの娘たちをあなたの息子た
ちの妻に迎え、その娘たちが自分の神々を慕って淫
行を行い、あなたの息子たちにもその神々を慕っ
て淫行を行わせるかもしれないからである。

17あなたは自分のために鋳造した神々を造っては
ならない。

18種なしパンの祭りを守らなければならない。わ
たしがあなたに命じた通り、アビブの月の定められ
た時に、七日間、種なしパンを食べなければならな
い。アビブの月に、あなたがエジプトから出て来た
からである。

19胎を開くものはみな、わたしのものである。あ
なたの家畜のうち、牛や羊の雄の初子もみなそうで
ある。

20ろばの初子は小羊で贖わなければならない。も
し贖わないなら、その首を折らなければならな
い。あなたは自分の息子たちの初子をみな贖わなけ
ればならない。誰も手ぶらでわたしの前に現れては
ならない。

21六日間は働き、七日目には休まなければならな
い。耕す時にも刈り入れの時にも休まなければなら
ない。

22小麦の刈り入れの初穂で七週の祭りを、ま
た年の終わりに取り入れの祭りを守らなければなら
ない。

23年に三回、あなたの男子はみな、イスラエル
の神、主なる神の前に現れなければならない。



出エジプト記 34:24 ci 出エジプト記 34:33

24わたしはあなたの前から国々を追い出し、あな
たの境界を広げる。あなたが年に三回、あなた
の神、主の前に現れるために上って行く時、誰もあ
なたの地を欲しがることはない。

25わたしのいけにえの血を、パン種が入ったもの
と共にささげてはならない。過越の祭りのいけにえ
を朝まで残しておいてはならない。

26あなたの土地の初穂の最上のものを、あなた
の神、主の家に持って来なければならない。子山
羊をその母の乳で煮てはならない。

27主はモーセに言われた。「これらの言
葉を書き記しなさい。これらの言葉に従って、わた
しはあなたと、そしてイスラエルと契約を結んだか
らである。」

28モーセはそこで四十日四十夜、主と共にいた。
彼はパンも食べず、水も飲まなかった。彼は契
約の言葉、十戒を板に書き記した。

29モーセがシナイ山から下りて来た時、手には二
枚のあかしの板を持っていた。彼が山から下り
て来た時、主と語ったために自
分の顔の肌が光を放っていることを、モーセは知ら
なかった。

30アロンとイスラエルのすべての子らがモーセ
を見ると、見よ、彼の顔の肌は光を放っていた。
彼らは恐れて彼に近づけなかった。

31モーセが彼らを呼ぶと、アロンと会衆のすべて
の指導者たちが彼のもとに戻って来たので、モーセ
は彼らに語った。

32その後、イスラエルのすべての子らが近づい
て来たので、彼は主がシナイ山で彼に語られたすべ
ての命令を彼らに授けた。

33モーセは彼らと語り終えると、自分の顔に覆い
を掛けた。



出エジプト記 34:34 cii 出エジプト記 35:9

34しかし、モーセが主と語るため
に主の前に進み出る時は、外に出るまで覆いを外し
ていた。彼は出て来ると、命じられたことをイスラ
エルの子らに語った。

35イスラエルの子らがモーセの顔、すなわちモー
セの顔の肌が光を放っているのを見たので、モーセ
は主と語るために中に入るまで、再び自
分の顔に覆いを掛けた。

35
1モーセはイスラエルの子らの全会衆を集め

て彼らに言った。「これは、あなたがたが行うよう
にと主が命じられた言葉である。

2六日間は仕事をしてもよいが、七日目はあなた
がたにとって聖なる日であり、主への全き休みの安
息日である。この日に仕事をする者はみな死
刑に処せられる。

3安息日には、あなたがたのどの住まいでも火を
たいてはならない。」

4モーセはイスラエルの子らの全会衆に語っ
て言った。「これは主が命じられたことである。

5あなたがたの中から主へのささげ物を取りなさ
い。心から進んでささげる者はだれでも、主へのさ
さげ物としてこれを持って来なさい。金、銀、青
銅、

6青色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻
布、山羊の毛、

7赤く染めた雄羊の皮、ジュゴンの皮、アカシア
の木、

8灯火のための油、注ぎ油と香りのよい香のため
の香料、

9縞めのう、そしてエポデや胸当てにはめ込むた
めの宝石である。



出エジプト記 35:10 ciii 出エジプト記 35:24

10あなたがたのうち心に知恵のある者はみ
な来て、主が命じられたすべてのものを造りなさ
い。

11幕屋、その天幕、その覆い、その留め金、そ
の板、その横木、その柱、その台座、

12箱とその横木、贖いの座、仕切りの垂れ幕、
13机とその横木、そのすべての器具、供えのパ

ン、
14灯火のための燭台とその器具、そのともしび、
灯火のための油、

15香の祭壇とその横木、注ぎ油、香りのよ
い香、幕屋の入り口にある戸口の幕、

16全焼のいけにえの祭壇と青銅の格子、その横
木、そのすべての器具、洗盤とその台、

17庭の幕、その柱、その台座、庭の入り口の幕、
18幕屋の釘、庭の釘とそれらのひも、
19聖所で仕えるための精巧に織られた衣服、すな

わち祭司アロンのための聖なる衣服と、その子ら
が祭司として仕えるための衣服である。」

20イスラエルの子らの全会衆はモーセの前から退
出した。

21そして、心が動かされた者、霊に促されて進ん
で心に決めた者はみな来て、会見の天幕の仕事のた
め、そのすべての奉仕のため、また聖なる衣服のた
めに、主へのささげ物を持って来た。

22男も女も進んで心に決めた者はみな来て、ブロ
ーチ、耳輪、印章指輪、腕輪など、あらゆ
る金の飾り物を持って来た。金を主へのささげ物と
してささげた者もみなそうであった。

23青色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻
布、山羊の毛、赤く染めた雄羊の皮、ジュゴン
の皮を持っている者もみな、それらを持って来た。

24銀や青銅のささげ物をささげる者はみな、それ
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を主へのささげ物として持って来た。奉仕のあらゆ
る仕事に用いるアカシアの木を持っている者もみ
な、それを持って来た。

25心に知恵のある女たちはみな、自分たち
の手で糸を紡ぎ、その紡いだもの、すなわち青
色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻布を持っ
て来た。

26知恵によって心が動かされた女たちもみな、山
羊の毛を紡いだ。

27指導者たちは、縞めのうと、エポデや胸当てに
はめ込むための宝石を持って来た。

28また、香料と、灯火のため、注ぎ油のため、
香りのよい香のための油も持って来た。

29イスラエルの子らは、男も女も、主がモーセ
を通して命じられたすべての仕事のために、進ん
で心に決めて持って来ようとする者はみな、
自ら進んで主へのささげ物を持って来た。

30モーセはイスラエルの子らに言った。「見よ、
主はユダ部族のフルの子であるウリの子ベツァルエ
ルを名指しで呼んだ。

31神は彼を神の霊で満たし、知恵、英知、知識、
そしてあらゆる種類の職人の技を与えた。

32それは巧みな意匠を考案し、金、銀、青銅で細
工をし、

33はめ込み用の石を切り、木を彫り、あらゆる種
類の巧みな職人の技で仕事をするためである。

34主は、彼とダン部族のアヒサマクの子オホリア
ブの心に、人に教える力を授けられた。

35主は彼らを心の知恵で満たし、彫刻師の仕
事、熟練した職人の仕事、青色、紫色、緋色の糸、
および撚り糸で織った亜麻布による刺繍をす
る者の仕事、また機織りの仕事など、あらゆる仕
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事を行う者、また巧みな意匠を考案する者のすべて
の仕事を行わせるようにされた。

36
1ベツァルエル、オホリアブ、および心に知恵の

あるすべての人は、聖所の奉仕のためのすべての仕
事を行う方法を知るようにと主から知恵と英
知を授けられた者であり、彼らは主が命じられたす
べてに従って仕事をしなければならない。」

2モーセは、ベツァルエル、オホリアブ、およ
び主がその心に知恵を授けられた心に知恵のあるす
べての人、すなわちその仕事を行うために心が動か
されて来たすべての者を呼び寄せた。

3彼らは、イスラエルの子らが聖所の奉仕の仕
事を行い、それを造るために持って来たすべてのさ
さげ物をモーセから受け取った。民はなおも毎
朝、自ら進んでささげ物を彼のもとに持って来た。

4聖所のすべての仕事を行っていた知恵のあ
る人々はみな、各自が行っていた仕事から離れ
て来て、

5モーセに語って言った。「民は、主が造るよう
にと命じられた奉仕の仕事に十分な量よりもはるか
に多く持って来ています。」

6そこでモーセは命じて、陣営中に布
告を行き渡らせて言った。「男も女も、聖所へのさ
さげ物のために、もう何も作ってはならない。」こ
うして、民は持って来るのを止められた。

7彼らが持っていた材料は、すべての仕事を行う
のに十分であり、なお余りがあったからである。

8仕事をする者たちのうち、心に知恵のある人々
はみな、撚り糸で織った亜麻布、青色、紫色、緋
色の糸で十枚の幕を造り、幕屋を造った。彼らはケ
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ルビムを熟練した職人の細工としてこれら
に織り出した。

9それぞれの幕の長さは二十八キュビト*、
幅は四キュビトとした。すべての幕は同じ寸法であ
った。

10彼は五枚の幕を互いにつなぎ合わせ、もう五
枚の幕も互いにつなぎ合わせた。

11彼はつなぎ合わせた一
方の幕の端に青い糸で輪を作った。もう一つのつな
ぎ合わせた幕の外側の端にも同じようにした。

12一方の幕に五十の輪を作り、もう一つのつな
ぎ合わせた幕の端にも五十の輪を作った。輪は互い
に向かい合うようにした。

13彼は五十の金の留め金を造り、そ
の留め金で幕を互いにつなぎ合わせた。こうして幕
屋は一つとなった。

14彼は幕屋の上に掛ける天幕として、山
羊の毛で幕を造った。十一枚の幕を造った。

15それぞれの幕の長さは三十キュビト、幅は四キ
ュビトとした。十一枚の幕は同じ寸法であった。

16彼は五枚の幕を一つにつなぎ合わせ、六
枚の幕を一つにつなぎ合わせた。

17彼はつなぎ合わせた一方の外側の幕の端に五
十の輪を作り、もう一つのつなぎ合わせた幕の外
側の端にも五十の輪を作った。

18彼は五十の青銅の留め金を造り、天幕を一つに
つなぎ合わせた。

19彼は天幕のために赤く染めた雄羊の皮の覆い
を造り、その上にジュゴンの皮の覆いを造った。

20彼は幕屋のためにアカシアの木で板を造り、直
立させた。
* 36:9 36:9一キュビトは、大人の腕の中指の先から肘までの長さで、約18インチ、すなわち約46センチメートルである。
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21板の長さは十キュビト、それぞれ
の板の幅は一・五キュビトであった。

22それぞれの板には、互いに合うように二つのほ
ぞがあった。彼は幕屋のすべての板をこのよう
に造った。

23彼は幕屋の南側に向かう側に、二十
枚の板を造った。

24彼はその二十枚の板の下に四十の銀の台
座を造った。すなわち、一枚の板の二つのほぞ
の下に二つの台座、もう一枚の板の二つのほぞ
の下にも二つの台座を置いた。

25幕屋のもう一方の側、すなわち北側にも二十
枚の板を造り、

26それらの四十の銀の台座を造った。すなわち、
一枚の板の下に二つの台座、もう一枚の板の下に
も二つの台座を置いた。

27幕屋の奥、すなわち西側のために六
枚の板を造った。

28幕屋の奥の両隅のために二枚の板を造った。
29これらは下で二重になり、同じように頂部で

も一つの環に向けて一つとなるようにした。
彼は二つの隅にある両方の板をそのようにした。

30八枚の板と、その銀の台座は十六の台座となっ
た。すべての板の下に二つずつ台座があった。

31彼はアカシアの木で横木を造った。幕屋の一
方の側の板のために五本、

32幕屋のもう一方の側の板のために五本の横木、
そして幕屋の奥、すなわち西側の板のために五
本の横木を造った。

33彼は板の真ん中を通る中央の横木を、端か
ら端まで通るようにした。

34彼は板に金をかぶせ、横木を通す場所とし
て金の環を造り、横木にも金をかぶせた。
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35彼は青色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜
麻布で垂れ幕を造った。それにケルビムを熟練し
た職人の細工として織り出した。

36そのために四本のアカシアの木の柱を造り、そ
れに金をかぶせた。その掛け釘は金であった。彼は
そのために四つの銀の台座を鋳造した。

37彼は天幕の入り口のために、青色、紫色、緋
色の糸、撚り糸で織った亜麻布で、刺繍をす
る者の細工による幕を造った。

38また、その五本の柱とその掛け釘を造り、そ
の柱頭と帯飾りに金をかぶせた。その五つの台
座は青銅であった。

37
1ベツァルエルはアカシアの木で箱を造った。そ

の長さは二・五キュビト*、幅は一・五キュビト、
高さは一・五キュビトであった。

2彼はその内側と外側に純金をかぶせ、その周り
に金の飾り縁を造った。

3彼はその四つの足に四つの金の環を鋳造した。
一方の側に二つの環、もう一方の側にも二つ
の環を取り付けた。

4彼はアカシアの木で横木を造り、それに金をか
ぶせた。

5箱を担ぐために、彼はその横木を箱の側
面の環に通した。

6彼は純金で贖いの座を造った。その長さ
は二・五キュビト、幅は一・五キュビトであった。

7彼は金のケルビムを二つ造った。贖いの座の両
端に、それらを打ち出し細工で造った。
* 37:1 37:1一キュビトは、大人の腕の中指の先から肘までの長さで、約18インチ、すなわち約46センチメートルである。
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8一つのケルブを一方の端に、もう一つのケルブ
をもう一方の端に造った。彼はケルビムを贖い
の座の両端に、座と一体にして造った。

9ケルビムはその翼を上に向けて広げ、そ
の翼で贖いの座を覆い、互いに顔を向かい合わせて
いた。ケルビムの顔は贖いの座の方に向けられてい
た。

10彼はアカシアの木で机を造った。その長さ
は二キュビト、幅は一キュビト、高さは一・五キュ
ビトであった。

11彼はそれに純金をかぶせ、その周り
に金の飾り縁を造った。

12彼はその周りに手の幅の枠を造り、そ
の枠の周りにも金の飾り縁を造った。

13彼はそのために四つの金の環を鋳造し、四つ
の足にある四隅にその環を取り付けた。

14机を担ぐための横木を通す場所として、
環は枠の近くにあった。

15机を担ぐために、彼はアカシアの木で横
木を造り、それに金をかぶせた。

16彼は机の上にある器具、すなわち皿、さじ、
鉢、注ぎのささげ物を注ぐための水差しを純
金で造った。

17彼は純金で燭台を造った。彼は燭
台を打ち出し細工で造った。その台座、支
柱、杯、節、花は、それと一体であった。

18その側面からは六つの枝が出ていた。一
方の側から燭台の三つの枝、もう一方の側から燭
台の三つの枝が出ていた。

19一つの枝にはアーモンドの花のような三つ
の杯、節、花があり、もう一つの枝にもアーモンド
の花のような三つの杯、節、花があった。燭台か
ら出ている六つの枝がそのようであった。
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20燭台の支柱には、アーモンドの花のような四つ
の杯、節、花があった。

21燭台から出ている六つの枝のために、それと一
体の二つの枝の下に一つの節、それと一
体の他の二つの枝の下に一つの節、それと一体のさ
らに他の二つの枝の下に一つの節があった。

22それらの節と枝は燭台と一体であった。その全
体が一つの純金の打ち出し細工であった。

23彼はその七つのともしび、芯切りばさみ、芯
取り皿を純金で造った。

24彼はそのすべての器具を含めて、一タラン
ト†の純金でこれを造った。

25彼はアカシアの木で香の祭壇を造った。それ
は四角形で、長さは一キュビト、幅は一キュビトで
あった。高さは二キュビトであった。その角は祭
壇と一体であった。

26彼はその上面、周囲の側面、およびその角に純
金をかぶせた。彼はその周囲に金の飾り縁を造っ
た。

27飾り縁の下にある両側の側面に、二つ
の金の環を造った。それらは祭壇を担ぐための横
木を通す場所であった。

28彼はアカシアの木で横木を造り、それに金をか
ぶせた。

29彼は香料作りの技法に従って、聖な
る注ぎ油と、香りのよい純粋な香を造った。

38
1彼はアカシアの木で全焼のいけにえの祭
壇を造った。それは四角形であった。長さは五キュ

† 37:24 37:24一タラントは約30キログラム、すなわち66ポンド、あるいは965トロイオンスである。
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ビト*、幅は五キュビト、高さは三キュビトであっ
た。

2その四隅に角を造った。その角は祭壇と一体で
あり、それに青銅をかぶせた。

3彼は祭壇のすべての器具、すなわち壺、十
能、鉢、肉刺し、火皿を造った。そのすべての器
具を青銅で造った。

4祭壇のために青銅の網目細工の格子を造り、祭
壇の出っ張りの下、すなわち下部に取り付け、格
子が祭壇の半分の高さに届くようにした。

5青銅の格子の四隅に、横木を通す場所とし
て四つの環を鋳造した。

6彼はアカシアの木で横木を造り、それに青銅を
かぶせた。

7祭壇を担ぐために、祭壇の側面にある環にそ
の横木を通した。彼は祭壇を板で空洞に造った。

8彼は青銅の洗盤とその青銅の台を、会見の天
幕の入り口で奉仕する女たちの鏡で造った。

9彼は庭を造った。南側に向かう片側のために、
撚り糸で織った亜麻布の庭の幕を百キュビト設け
た。

10その二十本の柱と二十の台座は青銅であり、
柱の掛け釘と帯飾りは銀であった。

11北側には百キュビトの幕を設けた。その二十
本の柱と二十の台座は青銅であり、柱の掛け釘と帯
飾りは銀であった。

12西側には五十キュビトの幕を設けた。そ
の柱は十本、台座は十であり、柱の掛け釘と帯飾り
は銀であった。

13東に向かう東側は五十キュビトであった。
* 38:1 38:1一キュビトは、大人の腕の中指の先から肘までの長さで、約18インチ、すなわち約46センチメートルである。
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14入り口の一方の側の幕は十五キュビト、そ
の柱は三本、台座は三つであった。

15もう一方の側も同様であった。庭の入り口の両
側には十五キュビトの幕があり、その柱は三本、台
座は三つであった。

16庭の周囲のすべての幕は、撚り糸で織った亜麻
布であった。

17柱の台座は青銅であった。柱の掛け釘と帯飾り
は銀であり、その柱頭には銀がかぶせられていた。
庭のすべての柱には銀の帯飾りがあった。

18庭の入り口の幕は、青色、紫色、緋
色の糸、撚り糸で織った亜麻布による、刺繍をす
る者の細工であった。長さは二十キュビトで、
幅に沿った高さは庭の幕と同じく五キュビトであっ
た。

19その柱は四本、青銅の台座は四つであった。そ
の掛け釘は銀であり、柱頭の覆いと帯飾りも銀であ
った。

20幕屋のすべての釘と、庭の周囲の釘は青銅であ
った。

21これらは幕屋、すなわちあかしの幕屋のため
に用いられた材料の総量である。それはモーセの命
令により、祭司アロンの子イタマルの手によっ
て、レビ人の奉仕のために数えられた。

22ユダ部族のフルの子であるウリの子ベツァルエ
ルは、主がモーセに命じられたすべてのものを造っ
た。

23彼と共に、ダン部族のアヒサマクの子オホリア
ブがいた。彼は彫刻師であり、熟練した職人であ
り、青色、紫色、緋色の糸、および亜麻布による刺
繍をする者であった。

24聖所のすべての仕事、すなわちあらゆる奉
仕の仕事に用いられた金、すなわちささ



出エジプト記 38:25 cxiii 出エジプト記 38:30

げ物の金は、聖所のシェケル†に従って、二十九タ
ラント‡と七百三十シェケルであった。

25会衆の中で数えられた者たちの銀は、聖所のシ
ェケルに従って百タラント§と千七百七十五シェケ
ル*であった。

26これは数えられる者たちの中に加わる二十歳以
上の者、すなわち六十万三千五百五十人の一人一
人について、一人当たり一ベカ†、すなわち聖所の
シェケル‡に従って半シェケルであった。

27百タラント§の銀は、聖所の台座と垂れ幕の台
座を鋳造するためのものであった。百タラント
で百の台座を、すなわち一つの台座につき一タラン
トを用いた。

28彼は千七百七十五シェケル*で柱のため
の掛け釘を作り、その柱頭に銀をかぶせ、そのため
の帯飾りを作った。

29ささげ物の青銅は、七十タラント†と二千四
百シェケル‡であった。

30彼はこれで会見の天幕の入り口の台座、青
銅の祭壇とその青銅の格子、祭壇のすべての器具、

† 38:24 38:24一シェケルは約10グラム、あるいは約0.35オンスである。
‡ 38:24 38:24一タラントは約30キログラム、すなわち66ポンド、あるいは965トロイオンスである。
§ 38:25 38:25一タラントは約30キログラム、すなわち66ポンドである。
* 38:25 38:25一シェケルは約10グラム、あるいは約0.35オンスである。
† 38:26 38:26 一ベカは約5グラム、あるいは約0.175オンスである。
‡ 38:26 38:26一シェケルは約10グラム、あるいは約0.35オンスである。
§ 38:27 38:27一タラントは約30キログラム、すなわち66ポンドである。
* 38:28 38:28一シェケルは約10グラム、あるいは約0.35オンスである。したがって1775シェケルは約17.75キログラム、すなわち約39ポンドである。
† 38:29 38:29一タラントは約30キログラム、すなわち66ポンドである。
‡ 38:29 38:2970タラントと2400シェケルは約2124キログラム、すなわち2.124メートルトンである。



出エジプト記 38:31 cxiv 出エジプト記 39:8

31庭の周囲の台座、庭の入り口の台座、幕屋のす
べての釘、および庭の周囲のすべての釘を作った。

39
1主がモーセに命じられた通りに、彼らは青
色、紫色、緋色の糸を用いて、聖所で仕えるため
の精巧に織られた衣服を作り、アロンのための聖な
る衣服を作った。

2彼は金、青色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織っ
た亜麻布でエポデを作った。

3彼らは金をたたいて薄い板にし、それ
を切り分けて糸にし、熟練した職人の細工として、
青色、紫色、緋色の糸、および亜麻
布の中に織り込んだ。

4彼らは互いにつながる肩ひもを作り、それは両
端でつながれていた。

5主がモーセに命じられた通りに、それを結びつ
けるための、エポデの上にある巧みに織られ
た帯は、それと同じような細工で、それと一体であ
った。すなわち、金、青色、紫色、緋
色の糸、撚り糸で織った亜麻布で作られた。

6彼らは縞めのうを金の枠にはめ込み、イスラエ
ルの子らの名前に従って、印章を彫るようにしてそ
れを彫った。

7主がモーセに命じられた通りに、彼はそれらを
エポデの肩ひもに付け、イスラエルの子らのため
の記念の石とした。

8彼は熟練した職人の細工として、エポデの細
工と同じように胸当てを作った。すなわち、金、青
色、紫色、緋色の糸、撚り糸で織った亜麻布で作っ
た。



出エジプト記 39:9 cxv 出エジプト記 39:20

9それは四角形であった。彼らは胸当て
を二つ折りにした。二つ折りにして、長さは一スパ
ン*、幅も一スパンであった。

10彼らはその中に四列の石をはめ込んだ。第一
列はルビー、トパーズ、緑柱石の列であった。

11第二列はトルコ石、サファイア†、エメラルド
であった。

12第三列はヒヤシンス石、めのう、紫水晶であっ
た。

13第四列はクリソライト、縞めのう、碧玉であっ
た。これらは金の枠にはめ込まれていた。

14石はイスラエルの子らの名前に従って十二あ
り、彼らの名前に従うものであった。印章を彫るよ
うに、十二部族のために、それぞれ名前に従っ
て彫られていた。

15彼らは胸当ての上に、純金で撚り合わせた編ん
だひものような鎖を作った。

16彼らは二つの金の枠と二つの金の環を作り、そ
の二つの環を胸当ての両端に取り付けた。

17彼らはその二つの金の編んだ鎖を、胸当て
の端にある二つの環に通した。

18二つの編んだ鎖の他の二つの端を、彼らは二つ
の枠に取り付け、それをエポデの前面の肩ひも
に取り付けた。

19彼らは二つの金の環を作り、胸当ての両端、す
なわち内側のエポデに向いている側の縁にそれ
を取り付けた。

20彼らはさらに二つの金の環を作り、それをエポ
デの二つの肩ひもの下部、前面のつな

* 39:9 39:9一スパンは、大人の手が広げられた時の親指の先から小指の先までの長さである（約半キュビト、すなわち9インチ、あるいは22.8センチメートル）。
† 39:11 39:11あるいは、ラピスラズリ。



出エジプト記 39:21 cxvi 出エジプト記 39:32

ぎ目の近く、エポデの巧みに織られ
た帯の上に取り付けた。

21主がモーセに命じられた通りに、彼らは胸当て
の環とエポデの環を青いひもで結びつけ、それがエ
ポデの巧みに織られた帯の上にあり、胸当てがエポ
デからずれないようにした。

22彼はエポデの上着を織物細工で、すべて青
色で作った。

23その真ん中にある上着の穴は、よろいの穴のよ
うであり、それが裂けないように穴の周囲に縁取り
があった。

24彼らは上着の裾に、青色、紫色、緋色の糸、お
よび撚り糸で織った亜麻布でざくろを作った。

25彼らは純金の鈴を作り、その鈴を上着の裾の周
囲にあるざくろとざくろの間に置いた。

26主がモーセに命じられた通りに、奉仕のため
に着る上着の裾の周囲に、鈴とざくろ、鈴とざくろ
を交互に配置した。

27彼らはアロンとその子らのために、亜麻布の織
物細工で長服を作った。

28亜麻布のターバン、亜麻布の頭
帯、撚り糸で織った亜麻布のももひき、

29主がモーセに命じられた通りに、撚り糸で織っ
た亜麻布、青色、紫色、緋色の糸を用いた、刺繍を
する者の細工による飾り帯を作った。

30彼らは純金で聖なる冠の札を作り、印章を彫る
ように、その上に「主に聖なるもの」と碑
文を書き記した。

31主がモーセに命じられた通りに、それに青いひ
もを結びつけ、上のターバンに取り付けた。

32こうして、会見の天幕の幕屋のすべての仕
事は完成した。イスラエルの子らは、主がモーセ



出エジプト記 39:33 cxvii 出エジプト記 40:2

に命じられたすべてに従って行った。そのよう
に彼らは行った。

33彼らは幕屋をモーセのもとに持って来た。天
幕とそのすべての器具、その留め金、その板、そ
の横木、その柱、その台座、

34赤く染めた雄羊の皮の覆い、ジュゴン
の皮の覆い、仕切りの垂れ幕、

35その横木が付いたあかしの箱、贖いの座、
36机、そのすべての器具、供えのパン、
37純金の燭台、そのともしび、整えられるべきと

もしび、そのすべての器具、灯火のための油、
38金の祭壇、注ぎ油、香りのよい香、天
幕の入り口の幕、

39青銅の祭壇、その青銅の格子、その横木、その
すべての器具、洗盤とその台、

40庭の幕、その柱、その台座、庭の入り口の幕、
そのひも、その釘、会見の天幕のための幕屋の奉
仕に用いるすべての器具、

41聖所で仕えるための精巧に織られた衣服、すな
わち祭司アロンのための聖なる衣服と、その子ら
が祭司として仕えるための衣服である。

42主がモーセに命じられたすべてに従って、イス
ラエルの子らはそのすべての仕事を行った。

43モーセがそのすべての仕事を見ると、見よ、
彼らは主が命じられた通りにそれを完成させてい
た。彼らはそのように行っていた。そこでモーセ
は彼らを祝福した。

40
1主はモーセに語って言われた。
2「第一の月の最初の日、あなたは会見の天幕で

ある幕屋を建てなければならない。



出エジプト記 40:3 cxviii 出エジプト記 40:15

3あなたはその中にあかしの箱を置き、垂れ幕で
その箱を覆いなさい。

4あなたは机を運び入れ、その上のものを整えな
さい。燭台を運び入れ、そのともしびに火をともし
なさい。

5あなたは香をたく金の祭壇をあかし
の箱の前に置き、幕屋の入り口の幕を掛けなさい。

6あなたは全焼のいけにえの祭壇を、会見の天
幕である幕屋の入り口の前に置きなさい。

7あなたは洗盤を会見の天幕と祭
壇の間に置き、その中に水を入れなさい。

8あなたはその周囲に庭を設け、
庭の入り口に幕を掛けなさい。

9あなたは注ぎ油を取り、幕屋とその中にあるす
べてのものに油を注いで聖別しなさい。そのすべて
の器具も聖別しなさい。そうすれば、それは聖なる
ものとなる。

10あなたは全焼のいけにえの祭壇と、そのすべて
の器具に油を注ぎ、その祭壇を聖別しなさい。そう
すれば、祭壇は最も聖なるものとなる。

11あなたは洗盤とその台に油を注ぎ、それを聖
別しなさい。

12あなたはアロンとその子らを会見の天
幕の入り口に連れて行き、水で彼らを洗わなければ
ならない。

13あなたはアロンに聖なる衣服を着せなさい。そ
して彼に油を注いで聖別し、彼が祭司としてわたし
に仕えることができるようにしなさい。

14あなたは彼の子らを連れて来て、長服を着せな
さい。

15あなたが彼らの父に油を注いだように、彼らに
も油を注ぎなさい。彼らが祭司としてわたしに仕え
るためである。その注ぎの油は、彼らの代々にわた
る永遠の祭司職のためとなる。」



出エジプト記 40:16 cxix 出エジプト記 40:30

16モーセはそのようにした。主が命じられたすべ
てに従って、彼はそのように行った。

17第二年の第一の月、その月の最初の日に、幕
屋は建てられた。

18モーセは幕屋を建て、その台座を置き、そ
の板を立て、その横木を通し、その柱を立てた。

19主がモーセに命じられた通りに、彼は天
幕の上に覆いを広げ、その上に幕屋の屋根を掛け
た。

20彼はあかしを取り、箱の中に納め、箱に横
木を付け、箱の上に贖いの座を置いた。

21主がモーセに命じられた通りに、彼は箱を幕
屋に運び入れ、仕切りの垂れ幕を掛け、あかし
の箱を覆った。

22彼は会見の天幕の、幕屋の北側、垂れ幕の外
側に机を置いた。

23主がモーセに命じられた通りに、
彼は主の前の机の上にパンを整えた。

24彼は会見の天幕の、幕屋の南側、机の向か
い側に燭台を置いた。

25主がモーセに命じられた通りに、彼は主の前に
ともしびに火をともした。

26彼は会見の天幕の、垂れ幕の前に金の祭
壇を置き、

27主がモーセに命じられた通りに、その上で香り
のよい香をたいた。

28彼は幕屋の入り口に幕を掛けた。
29主がモーセに命じられた通りに、彼は全焼のい

けにえの祭壇を、会見の天幕である幕
屋の入り口の前に置き、その上で全焼のいけにえ
と穀物のささげ物をささげた。

30彼は会見の天幕と祭壇の間に洗盤を置き、洗う
ためにその中に水を入れた。



出エジプト記 40:31 cxx 出エジプト記 40:38

31モーセ、アロン、およびその子らは、そこ
で手と足を洗った。

32主がモーセに命じられた通りに、彼らが会
見の天幕に入る時、また祭壇に近づく時に、彼ら
は洗った。

33彼は幕屋と祭壇の周囲に庭を設け、
庭の入り口の幕を掛けた。こうしてモーセはその仕
事を終えた。

34その時、雲が会見の天幕を覆い、主の栄光が幕
屋に満ちた。

35雲がその上にとどまり、主の栄光が幕屋に満ち
ていたため、モーセは会見の天幕に入ることができ
なかった。

36雲が幕屋の上から取り上げられる時、イスラエ
ルの子らはいつも旅立った。

37しかし、雲が取り上げられない時は、それ
が取り上げられる日まで彼らは旅立たなかった。

38昼は主の雲が幕屋の上にあり、
夜は雲の中に火があって、イスラエルの全
家の目の前で、彼らのすべての旅路においてそれ
が見えたからである。
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